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旭　公 旭志公民館
旭　図
泗支所

旭志図書館
泗水支所

こ健セ こども健診センター
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

菊文館 菊池市文化会館
児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

菊市所 菊池市役所本庁舎 菊老福 菊池老人福祉センター

七支所 七城支所
七城多目的研修センター

七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

菊市広 菊池市ふるさと創生市民広場

旭支所 旭志支所

七多セ
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vol.228

情報と元気を発信するマガジン

広報きくち

菊池ファンクラブ総選挙第２弾！
菊池の観光プラン総選挙
2022

菊池人
本田清澄さん
４５０年の軌跡
菊池一族まつり

編
集
後
記

▼
先
日
、
と
あ

る
店
に
不
思
議

な
物
が
あ
っ
た
。

店
主
に
聞
く
と

「
マ
リ
モ
よ
」
と
言
う
。「
透
明
な

の
!?
」
と
驚
い
た
が
「
増
え
た
か

ら
持
っ
て
帰
ん
な
っ
せ
」
と
分
け

て
く
れ
た
。
で
も
、
こ
れ
マ
リ
モ

じ
ゃ
な
い
よ
ね
…
。
誰
か
正
体
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。　
　
　

 

東
田

▼
4
月
か
ら
成
年
年
齢
が
18
歳
に
。

自
分
が
18
の
時
は
将
来
の
こ
と
、

大
人
に
な
る
こ
と
な
ん
て
ま
る
で

考
え
て
も
み
な
か
っ
た
の
に
、
今

の
若
者
は
す
ご
く
し
っ
か
り
し
て

い
ま
す
。
バ
ヤ
シ
カ
ン
ゲ
キ
。
大

人
に
な
る
こ
と
は
自
分
の
行
動
に

責
任
を
持
つ
こ
と
。
彼
ら
彼
女
ら

に
胸
を
張
っ
て
大
人
と
言
え
る
よ

う
精
進
し
ま
す
。　
　
　
　

今
林

▼
1
月
に
発
令
さ
れ
た「
ま
ん
防
」

で
飲
食
店
の
営
業
時
間
が
短
縮
に
。

お
酒
を
飲
む
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
夜
ご
飯
を
外
食
で
済
ま
す
こ

と
が
多
い
の
で
、
少
し
困
っ
て
い

ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
す
る
こ

と
が
増
え
た
の
で
体
重
が
増
え
た

気
が
。
久
し
振
り
に
ブ
ッ
ク
マ
ー

ク
し
て
い
た
料
理
サ
イ
ト
を
の
ぞ

い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

三
代

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

2/27 28 3/1 2
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

3
●3･4カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

4
●音読&モノづくり
10：０0～七　図

5
●おはなし会
10：30～菊中図
●にほんごカフェ
14：00～旭　公

6 7 8
■年金出張相談　
10：00～15：30（ 要予
約）菊市所健康推進課
●6･7カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

9
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
七　公総務課
■行政無料相談
10：00～正午七　公
総務課
●3歳児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

10
■手話通訳者配置⑳
9：00～正午菊市所
●3歳児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

11 12
◆菊池十八外城パネ
ル展⑧
～27日 観光交流館
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会
11：00～泗　図
●大人の学びカフェ
17：00～菊中図

13
■装飾古墳館・菊文研
講座�
13：30～１5：00
鞠智城研修施設

14 15
●6･7カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

16
■男女共同参画専門
委員相談�
13：30～16：30

（要予約）菊市所
人権啓発・男女共同参
画推進課
■社会保険労務士無
料相談会
13:30～16:30（要予約）
菊市所商工観光課
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

17
●献血⑮ 
9：30～16：00
道の駅旭志
●1歳６カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

18 19
●おはなしパレット
10：30～菊中図
●おはなし会
11：０0～七　図
●おはなし会
14：00～旭　図
●えいごのおはなし会
14：30～菊中図

20
◆鞠智城跡「特別研究
成果報告会�
13：00～１6：45
くまもと県民交流館パ
レア
●おたのしみ会
14：00～泗　図

21 春分の日 22 
●育児教室
9：20～10：00（受付）
こ健セ
■年金出張相談　
10：00～15：30（ 要予
約）菊市所健康推進課
■もの忘れ相談会�
13：30～15：00（要予約）
菊市所高齢支援課

23
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
泗支所総務課
■行政無料相談
10：00～正午泗支所
総務課
●赤ちゃんおはなし会
10：30～菊中図
●1歳６カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ
■認知症介護家族の
つどい�　１３：３0～

（要予約）菊老福
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

24
■手話通訳者配置⑳
9：00～正午菊市所
●3･4カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

25
●おはなしの部屋
11：０0～泗　図
●2歳６カ月児歯科教室
13：20～13：40（受付）
こ健セ
■納税相談夜間窓口�
～31日㈯㈰除く
～２０：００菊市所
◆映像作品上映&
トークショー⑧
18：30～菊中図

26
◆きくち森MACHI
 FESTA⑰　
10：00～15：00
四季の里旭志
●しすいっ子童話会
11：00～泗　図

27
◆きくち森MACHI
 FESTA⑰　
10：00～15：00
四季の里旭志

28
◆地域おこし協力隊
活動報告会�　
18：30～20：00菊中公

29 30
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

31 4/1 2

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更になる
場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。



令和４年1月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：47,366 人 －43
　 菊池：23,427 人 －26
　 七城： 5,164 人 5
　 旭志： 4,274 人 1
　 泗水：14,501 人 －23
男　性：22,757 人 －26
女　性：24,609 人 －17
世　帯： 19,634 世帯 －7

年齢別人口 
0～14歳 6,026 人 13%
15～64歳 25,087 人 53%
65歳以上 16,253 人 34%

自然増減 社会増減
出  生：27 転  入： 87
死  亡：61 転  出：102

Contents ～今月号の掲載項目～

今月の表紙
きもの屋いばらき（上町）の
店内に並んだのは600対を
超えるひな人形。経営する
茨
いばら

木
き

國
くに

廣
ひろ

さんが全国各地で
購入してきたもので、中には
5円玉の穴に入る小さな人
形も。「コロナ禍で大変な中、
少しでも皆さんに喜んでも
らえば」と國廣さんは笑顔
を見せました。人形は３月中
旬まで見学できます。

※人形は非売品です

３ 菊池人　本田清澄さん

４ 【菊池地域合同特集】 4月から成人年齢引き下げ
私たち、成人になります！

8
9

菊池一族まつり
菊池の観光プラン総選挙2022

10 プラチナ未来人財育成塾

12
13

輝けきくち
エンジョイスポーツ

14
15

健康だより ストレスとの上手な付き合い方／歯ッピーキッズ
国民年金情報／献血のお知らせ／介護予防ミニ講座

16
17

文芸きくち
KiCROSSだより

18

１9

人権・同和教育シリーズ
韓国発見シリーズ  こんにちは金です
菊池一族の遺産／交流の絆／わいふ一番館／菊池観光協会

20

～

25

情報つう
▼お知らせ　マイナンバーカードでマイナポイントがもらえる／市
役所本庁舎窓口に手話通訳者を配置しています／菊池市議会議員
一般選挙／農用地利用計画の変更（除外・編入）申出書受付／菊池
市奨学資金貸付の申請を受け付けます／道路にはみ出した樹木は
枝切り・伐採してください／市道の危険箇所を発見したらご連絡くだ
さい／運転免許証の自主返納を考えている人へ ／浄化槽の設置申
請は早めにお願いします／知っていますかヘルプカード／住民税非
課税世帯などに対する臨時特別給付金／「すまいの再建」「被災者生
活再建」の申請期限／海で何かあったら「１１８番」／軽自動車の廃
車・変更・移転手続きはお済みですか／ペットからの感染症を防止し
ましょう／飼い犬の登録と狂犬病予防注射はお済みですか／家畜排
せつ物は適正に管理してください／七城支所庁舎が移転します／し
尿・浄化槽汚泥の収集作業についてのお願い／国保資格取得・喪失
手続きは必ず届け出ましょう
▼募集　大牟田医師会看護専門学校受験者募集／パブリックコメ
ント募集／令和４年度自衛官等募集
▼相談・講演講習　ひきこもり相談／もの忘れ相談会／認知症
介護家族のつどい／ひとりで悩まないで男女共同参画専門委員相
談／納税相談夜間窓口を開設します／装飾古墳館・菊文研講座／手
話奉仕員養成講座
▼イベント　菊池市市民会館自主事業三遊亭好楽 落語会／菊池
市所蔵絵画展／鞠智城跡「特別研究」成果報告会／【中止】第67回
熊日菊池桜マラソン大会

２6
27

地域おこし協力隊通信
市民の広場／菊池の情報発信

28
29

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

30 TOPICS～まちの話題～
３4
35

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー／菊池市赤ちゃんの駅登録施設紹介

公式ホームページ

市民の暮らしに必要な情報やまちの話題などを掲載しています。

新型コロナウイルス感染症の影響により掲
載内容が変更になる場合があります。最
新情報はホームページをご確認ください。

　混雑緩和や市民サービスの向上を図る
ため、市役所本庁舎1階に各種手続きの順
番をお知らせする発券機を導入しました。
　また、市民課での各種証明書交付や戸
籍届などのほか、健康推進課や子育て支
援課での手続きを待っている人が何人い
るかをインターネットでリアルタイムに把
握することができます。本庁舎窓口の混
雑状況の把握にご活用ください。
　発券機は本庁舎正面入り口の総合案内
横に設置しています。

本庁舎の混雑状況はこちらから➡

【問い合わせ先】
市民課 ☎0968（25）7211

市民課
子育て支援課

健康推進課

市役所本庁舎に
発券機を
導入しました

市民課
子育て支援課

健康推進課

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している人、
伝統を受け継いでいる人など、菊
池で頑張っている人を募集します。
本市在住であれば自薦・他薦は問
いません。詳しくは市長公室まで
お問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252
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「
剣
道
に
学
び
、
自
分
自
身
を
磨
く
」。
指

導
す
る
菊
池
南
中
学
校
剣
道
部
が
昨
年
、
45

年
ぶ
り
に
女
子
団
体
で
全
国
制
覇
を
果
た
し

た
。「
何
事
も
一
人
の
力
じ
ゃ
成
し
遂
げ
ら

れ
な
い
。
生
徒
や
指
導
者
、
保
護
者
、
皆
が

一
体
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
勝
ち
取
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
話
す
。

　

小
学
5
年
生
の
時
に
始
ま
っ
た
剣
道
人
生
。

初
め
て
竹
刀
を
握
り
勝
利
し
た
こ
と
が
き

か
っ
け
だ
っ
た
。
南
中
剣
道
部
に
入
部
し
た

昭
和
47
年
に
は
、
泗
水
中
学
校
が
全
国
で
優

勝
。
恩
師
の
故
・
高た

か

岡お
か

素も
と

行ゆ
き

監
督
か
ら
「
泗

水
に
勝
て
ば
日
本
一
ぞ
」
と
鼓
舞
さ
れ
、
一

心
不
乱
に
竹
刀
を
振
っ
た
。「
悪
い
点
を
指

摘
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
他
人
の
剣
道
を
見

て
学
び
、
考
え
る
剣
道
を
教
え
込
ま
れ
ま
し

た
」。
厳
し
い
稽
古
を
積
み
重
ね
、
3
年
時

に
は
南
中
初
の
日
本
一
の
座
を
勝
ち
取
っ
た
。

そ
の
後
、
名
門
・
八
代
東
高
校
で
も
九
州
大

会
や
国
体
な
ど
で
団
体
優
勝
に
貢
献
し
た
。

　
「
恩
師
の
先
生
た
ち
の
よ
う
に
自
分
で
考

え
る
剣
道
を
伝
え
て
い
き
た
い
」。
21
歳
か

ら
母
校
の
南
中
で
後
輩
の
育
成
に
努
め
始
め

た
。
型
に
は
め
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

生
か
し
た
剣
道
を
目
指
し
、
41
年
間
指
導
を

行
っ
て
い
る
。「
あ
い
さ
つ
や
礼
儀
作
法
な

ど
当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
強

く
な
れ
な
い
。
教
え
な
が
ら
も
、
私
も
子
ど

も
た
ち
に
学
ば
さ
れ
と
り
ま
す
よ
。
何
よ
り

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
き
は
、
本
当
に
う
れ
し
か
で
す
」

　

剣
道
は
人
生
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
。「
人

間
、
一
生
修
行
で
す
よ
。
私
に
と
っ
て
剣
道

は
一
生
も
ん
。
体
の
動
く
限
り
、
こ
れ
か
ら

も
剣
道
と
共
に
精
進
し
て
い
き
ま
す
」

Profile　ほんだ・きよずみ
昭和34年7月2日生まれ。菊池南中学校、八代東高校出身。
第4回全国中学校剣道大会男子団体優勝。八代東高校時に
は、第32回国民体育大会や第46回玉竜旗大会の団体で優
勝した。県剣道道場連盟副会長、菊池郡市剣道連盟常任理事、
市剣道連盟会長を務める。愛読書は懐良親王と菊池武光の
友情を描いた『武王の門』（北

きた

方
かた

謙
けん

三
ぞう

著）。大琳寺在住。62歳。

菊池南中学校剣道部コーチ

本田 清澄さん

剣道を通し
　人を育てる

1_全国優勝した中学時代。前列㊨が高岡監督 2_指導歴10年ごとの節目には、教え子
や保護者、妻の勝

かつ

美
み

さん㊧らが祝ってくれた ３_ 昨年の全国優勝や長年にわたる地域
剣道の発展の功績がたたえられ、部員と共に市から特別表彰を授与された（関連33㌻）
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田
た

中
なか

愛
まな

美
み

さん

　

若
者
か
ら
受
け
る
相
談
は
、

ネ
ッ
ト
通
販
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
告
、

美
容
に
関
す
る
契
約
で
の
詐
欺

に
関
す
る
も
の
が
多
い
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
で
あ
ふ
れ
て

い
る
現
在
、
契
約
は
欠
か
せ
な

い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
何
か
問
題
が
起
き
た
と
き
に

は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
周
り

の
人
は
、
悩
ん
だ
り
困
っ
た
り

し
て
い
る
若
者
が
相
談
し
や
す

い
環
境
を
作
っ
て
も
ら
え
る
と

あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　
各
市
町
に
は
消
費
生
活
相
談

窓
口
も
あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
成
人
に
な
る
と
保
護
者
の
同

意
な
し
で
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
が

で
き
、
4
月
か
ら
は
18
・
19
歳

の
人
も
自
分
の
意
思
で
契
約
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
責
任
を
負
う
の
も
自

分
自
身
。
未
成
年
が
保
護
者
の

同
意
な
く
行
っ
た
契
約
は
取
り

消
す
こ
と
が
法
律
に
よ
っ
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

新
た
に
成
人
と
な
る
18
・
19
歳

の
人
は
未
成
年
者
取
消
権
が
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
契
約
時
に
は
契
約
書
を
し
っ

か
り
読
み
、
家
族
や
先
生
に
相

談
す
る
な
ど
し
て
自
分
の
身
を

守
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

消費生活相談員（菊陽町・大津町）

各自治体に設置している
消費生活センターや消費
生活相談窓口で相談を受
け付ける専門員。中立・
公正 な 立場 で、商品 や
サービスなど消費生活全
般の問い合わせやトラブ
ルの解決に努めています。

答
え
は

  

次
の
ペ
ー
ジ
！

国
連
で
採
択
さ
れ
た
子
ど
も
の

権
利
条
約
で
も
18
歳
未
満
を

「
児
童
（
子
ど
も
）」
と
定
義
。

成
年
年
齢
を
18
歳
に
引
き
下
げ

る
こ
と
で
、
若
者
の
自
立
と
社

会
参
加
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
検
討
の
始
ま
り
は
平
成
19
年

制
定
の
「
日
本
国
憲
法
の
改
正

手
続
に
関
す
る
法
律
（
国
民
投

票
法
）」。
少
子
高
齢
化
が
続
く

中
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
若
者
も

活
躍
で
き
る
よ
う
、
18
歳
か
ら

選
挙
権
や
成
人
と
し
て
の
権
利

を
認
め
、
大
人
の
意
識
と
自
覚

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
公
職
選

挙
法
や
民
法
の
見
直
し
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
世
界
的
に
も
18
歳
を
成
人
と

す
る
国
が
多
く
、
平
成
元
年
に

【写真】 「菊陽杉並木公園さん
さん」の階段を登る新成人に
なる皆さん。左から梅

うめ

島
しま

葵
あおい

さ
ん（菊陽町）、平

ひら

田
た

一
かず

斗
と

さん（菊
池市）、佐

さ

藤
とう

さくらさん（大津
町）、吉

よし

田
だ

将
まさ

長
なが

さん（合志市）。
4月からは新成人として大人
の仲間入りを果たします

できること、
できないことを
 一緒に考えよう！
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　飲酒や喫煙ができるのは、これまで通り
20歳からです。公営競技（競馬、競輪、オー
トレース、モーターボート競争）の年齢制
限も20歳のままです。これは、健康面へ
の影響や非行防止、青少年保護などの観
点から、今までと変わりありません。

　18・19歳で携帯電話を契約する場合、
保護者の同意書が必要でした。これから
は携帯電話（スマートフォン）だけでなく、
アパート賃貸などの契約も保護者の
同意なく行うことができます。
　成人になると「未成年者取
消権」がなくなるため、悪
質な業者から狙われない
よう注意が必要です。

　国民年金（第1号被保険者）の加入年齢
は20歳のままです。学生などは国民年金
の支払いが困難な場合も多いので「学生
納付特例制度」が現在も設けられています。

詳しくは日本年金機構のホームペー
ジをご覧ください。

　これまでは、婚姻開始年齢を女性は16歳、
男性は18歳と定められていましたが、今回
の民法改正により女性の婚姻開始年齢が
18歳に引き上げられました。
　４月からは、男女の結婚できる年齢が統
一されます。

来、子どもと関わる
仕事をしたくて、保

育士を目指し勉強していま
す。2月からは保育園での
実習も始まりました。

　これからは自分で決断しなければならないこ
とが増えると感じています。振り返ってみると、
高校まで新体操を習わせてもらい、両親に送迎
もしてもらいました。家族や周りに感謝を忘れず、
親孝行のできる自立した社会人になりたいです。

ども の 頃 から動物
が好きで、菊農に入

学しました。出身は京都で
すが、一緒に引っ越してく
れた両親に感謝しています。
将来は動物に関わる仕事に就きたいと思い、動
物福祉を専門的に学ぶため進学を考えています。
　大人になることは自由が増える半面、行動に
責任が伴うと思います。不安はありますが、自分
が決めた将来の夢に向かって努力したいです。

月から運送会社 で
働きます。これまで

育ててくれた母親へ恩返し
をしたいと思い、就職を選
びました。
　成人になる実感はまだ湧きませんが、大人に
なること、働くことは責任感を持って過ごすこと
だと思います。仕事を任せてもらえるよう頑張り
ます。自分で決めることが増えるので、正しい情
報を知り、周りから頼られる大人になりたいです。

校を卒業して就職し
ました。成人になる

という実感はまだありませ
んが、お客様の資産を守る
という使命感を持って働く

先輩たちのような大人になりたいと思っています。
　お金の話は難しく投資は怖いと思っていまし
たが、正しい知識を身に付ければ人生を豊かにし
てくれます。同世代の皆さんの相談にも乗れる
よう、自分自身も勉強していきたいです。

　
約
１
４
０
年
ぶ
り
の
民
法
改
正
に
よ

り
4
月
か
ら
変
わ
る
成
人
の
定
義
。
4

月
1
日
時
点
で
18
・
19
歳
の
人
は
そ
の

日
に
、
平
成
16
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
は
18
歳
の
誕
生
日
に
成
人
を

迎
え
ま
す
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
成
人
に
な
る
と
、
大
人
と
し
て
の
責

任
と
社
会
参
画
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
大

人
に
な
る
意
識
の
醸
成
が
進
む
半
面
、

契
約
に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ
機
会
は
ま

だ
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
担
う
若
者
た
ち
が
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
周

囲
の
サ
ポ
ー
ト
が
急
が
れ
ま
す
。

　
4
月
か
ら
は
高
校
の
家
庭
科
で
お
金

に
関
す
る
教
育
も
始
ま
り
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
家
族
や
地
域
で
お
金
や
契
約
、

大
人
に
な
る
こ
と
、
将
来
の
こ
と
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
８（
36
）９
４
５
０

　
午
前
10
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
１
８
８

　
午
前
10
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時

【
平
日
】

【
㈯
㈰
㈷
】

消
費
者
庁
の「
消
費

者
教
育
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
」で
も
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す

政
府
広
報
オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
成
年
年

齢
引
き
下
げ
に
つ
い

て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

日 本 年 金 機 構
のホームページ。

（ 学生納付特例
制度について）➡

　
市
で
は
、令
和
４
年
度
以
降
の
成
人

式
に
つ
い
て
名
称
を
変
更
し
、対
象
年

齢
は
こ
れ
ま
で
通
り
20
歳
で
行
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
、令
和
５
年
１
月
８
日

㈰
に
開
催
予
定
で
す
。

【
名
称
】 

菊
池
市
二
十
歳
を
祝
う
集
い

【
対
象
】 

開
催
年
度
に
20
歳
に
な
る
人

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

生
涯
学
習
課

　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２
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大好評だった昨年に続き、今年も総選挙を開
催します。菊池を愛してやまない党首4人が
発表した観光プランにぜひご投票ください。

平安時代から室町時代後半にかけて、肥後を
中心に活躍した菊池一族。
今なお息づく一族の痕跡を感じてみませんか。

一般社団法人 菊池観光協会　☎0968（25）0513菊池ファンクラブ事務局（一般社団法人 菊池観光協会内）
☎0968（25）0513　【受付時間】 午前９時～午後５時 【受付時間】 午前９時～午後５時

懐か
ね

良な
が

親し
ん

王の
う

菊き
く

池ち

武た
け

光み
つ

公

　菊池本城を守るべく領内に張り巡らされた防
衛ライン。それを構成する十八の砦「菊池十八
外城」を橋

はし

本
もと

以
い

蔵
ぞう

さんのイラストで紹介します。
　会場では、まんがムービー「風雲菊池一族」の
上映や菊池北小学校の児童が作刀した刀の展
示も行います。

期　間
ところ 入場料菊池観光交流館 無料 黄金塚城（画：橋本以蔵）

3月12日㈯～27日㈰

　リアルとバーチャルを融合した新感覚アクティ
ビティ。街中に仕掛けられた音声に導かれ、街め
ぐりを楽しみませんか。一人でも気軽に一族ゆ
かりの地を巡ることができます。
　先着30人（女性限定）に、くまモンピンバッチ
をプレゼント中です！

受　付
料　金

所要時間
１人 1,300円（機材レンタル料含む）
約１時間30分～２時間

イヤホンとスマートフォンを使っ
た街歩き型のアクティビティ。武
光公の導きにより、菊池の街中
を舞台にした試練の旅が始まる！ 
菊池武光公と懐良親王が登場す
るオリジナルストーリーです。

菊池観光協会
　知る人ぞ知るオススメの観光スポットや体験、グルメなど、まだあまり知ら
れていない地域の情報を教えてください。メール（toi@kikuchi-fan.com）
やファンクラブの SNS、下記の問い合わせ先までご連絡ください。

投票期間 投票はこちらから ➡3月６日㈰ 告示 開票～20日㈰

●�菊池ファンクラブ公式サイトのキャンペーンサイトを開き、
応援したい党首の観光プランに投票してください。

●�投票期間は1時間に1回の間隔で何回でも投票できます。

　菊池ファンクラブに入会後、投票した人の中から
抽選で、市の特産品や宿泊券をプレゼント。投票後
に応募画面から申し込んでください。

［党首］ 藤
ふじ

原
わら

　武
たけし

［党首］ 森
もり

谷
たに

湯
ゆ

美
み

［党首］ 田
た

部
べ

留
る

忠
ただし

［党首］ 菊
きく

池
ち

健
けん

一
いち

郎
ろう

同田貫・延寿ゆかりの地
めぐり。菊池の歴史を散
策できるプラン。

鞍岳デイキャンプ＋温泉
１泊＋渓谷散策後、竜門
ダムデイキャンププラン。

道の駅でおいしいモノ探
し。菊池のグルメを満喫
できるプラン。

歩いて回れる一族ゆかり
の地。ウオークラリーコー
スプラン。

歴史・刀剣党

自然・温泉党

食・グルメ党

全国34万人のきくちさん党

　菊池一族と関係の深い日本刀を豪華声優陣が解説する「D
デ バ イ ス

EVICE 日本刀」
を上映します。上映後は、元菊池市地域おこし協力隊の橋本以蔵さん（脚本家、
作家、画家）と「DEVICE 日本刀」監督の中

なか

原
はら

源
げん

士
し

郎
ろう

さんに、一族の魅力につ
いてたっぷりと語っていただきます。

と　き
ところ 中央図書館
入場料 無料 定　員 30人（要申込）

中原源士郎さん橋本以蔵さん

3月25日㈮ 午後６時30分～

※内容が変更になる場合があります
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作　文 作　文

　
私
が
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参

加
し
た
目
的
は
、
自
分
自
身
と
向
き
合
い

更
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
力
な
ど
様
々
な

力
を
身
に
付
け
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
ま
た
、
新
た
な
知
識
な
ど
を
身
に
付

け
る
機
会
に
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。

　
4
日
間
の
研
修
を
受
け
、
多
く
の
知
識

や
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
4
日
間
で
自
分
が
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
必
要
な
力
だ
と
思
っ
た
要
素
は
、
身

の
周
り
を
よ
く
見
る
力
、
理
想
の
未
来
と

現
状
を
比
べ
、
よ
く
考
え
る
力
、
行
動
し

周
り
へ
伝
え
る
力
な
ど
で
す
。

　
ま
ず
、
身
の
回
り
を
よ
く
見
る
力
に
つ

い
て
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
は
常
に
先
の
こ
と

を
予
想
し
て
み
ん
な
を
動
か
こ
と
が
仕
事

だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
、
周
り

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
先
の
こ

と
も
分
か
ら
ず
決
し
て
良
い
方
向
へ
は
転

換
し
て
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
周

り
を
見
る
こ
と
が
き
れ
ば
自
分
に
優
位
に

作
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
思
い
ま
し

た
。

　
次
に
、
理
想
の
未
来
と
現
状
を
比
べ
よ

く
考
え
る
力
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
は
、
み
ん

な
を
良
い
方
向
へ
引
っ
張
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
良
い
未
来

　
今
回
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参

加
し
、
多
く
の
学
び
を
得
る
と
同
時
に
、

自
ら
の
新
た
な
成
長
に
も
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
先

生
方
の
講
義
を
通
し
て
、「
未
来
の
社
会
」

に
目
を
向
け
る
な
か
で
、
新
た
な
視
点
で

学
び
、
気
づ
い
た
こ
と
に
つ
い
て
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。

　

江え

間ま

先
生
の
講
義
で
は
、「
人
工
知
能

と
私
た
ち
の
社
会
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
学

び
ま
し
た
。
人
工
知
能
技
術
と
差
別
や
偏

見
に
関
す
る
事
象
を
考
え
る
中
で
「
人
工

知
能
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
参
考
と
し
て
使

用
し
、
総
合
的
に
考
え
て
人
間
が
最
終
判

断
を
す
る
」
と
い
う
こ
と
の
必
要
性
に
つ

い
て
理
解
し
ま
し
た
。
人
工
知
能
が
発
達

し
て
い
る
今
、
技
術
の
特
性
を
理
解
し
て

賢
く
使
う
こ
と
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

人
間
の
特
性
も
十
分
理
解
し
て
、
人
間
と

機
械
の
協
同
作
業
で
未
来
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

次
に
菊き

く

池ち

先
生
の
講
義
で
は
、「
多
様

な
解
を
考
え
続
け
る
力
と
は
」
を
テ
ー
マ

に
学
び
ま
し
た
。
解
は
一
つ
で
は
な
い
か

ら
こ
そ
、
様
々
な
解
を
導
き
出
す
力
が
必

要
で
、
そ
の
た
め
に
は
シ
ス
テ
ム
思
考
で

未
来
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
学
び
ま
し
た
。未
来
の
た
め
に
今
の「
自

と
は
何
か
、
な
り
た
い
未
来
と
は
ど
ん
な

も
の
か
を
想
像
し
、
実
行
し
て
い
く
必
要

性
を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。
現
状
を
見
て

比
べ
、
い
か
に
そ
の
未
来
に
引
っ
張
っ
て

い
く
か
を
考
え
る
力
が
大
切
だ
と
学
び
ま

し
た
。
高た

か

村む
ら

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

こ
と
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
と
て
も
大
切
な

こ
と
と
し
て
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。「
ま

ず
あ
り
た
い
未
来
を
考
え
、
現
在
か
ら
有

り
得
る
未
来
を
考
え
、
そ
の
二
つ
の
未
来

の
差
を
ど
う
や
っ
た
ら
な
く
せ
る
の
か
を

考
え
て
い
く
こ
と
。」
こ
の
姿
勢
が
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
資
質
だ
と
強
く
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
行
動
し
周
り
へ
伝
え
る
力
で

す
。
こ
の
力
こ
そ
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必

要
不
可
欠
な
力
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ど
ん
な
に
完
璧
な
プ
ラ
ン
や
知
識
が
あ
っ

た
と
し
て
も
最
後
行
動
へ
移
す
こ
と
が
で

き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
な
に
も
変
え
る
こ

と
は
で
き
ず
、
結
局
は
一
歩
も
良
い
方
向

へ
進
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
か
ら
で

す
。
逆
に
、
よ
く
考
え
た
こ
と
や
良
い
知

識
を
持
っ
て
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
何
か
し
ら
良
い
方
向
に
進
む
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
加
え
、
伝
え
た
り
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
人
た
ち
が
リ
ー

ダ
ー
の
よ
う
に
次
の
行
動
を
し
始
め
る

分
」
に
目
を
向
け
、「
す
べ
き
こ
と
」、「
で

き
る
こ
と
」、「
し
た
い
こ
と
」
の
３
点
の

基
準
で
高
め
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
も
、

勉
強
と
訓
練
の
積
み
重
ね
と
い
う
「
今
」

が
大
切
で
あ
る
と
い
う
講
義
は
、
自
分
の

現
在
を
振
り
返
る
機
会
に
も
な
り
ま
し

た
。

　
高た

か

村む
ら

先
生
の
講
義
で
は
、
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

を
学
び
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
を
食
い
止

め
る
に
は
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
振
り
返

り
、
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。「
私
た
ち
が
あ

り
た
い
将
来
で
、ど
ん
な
改
善
を
す
る
か
、

変
え
て
い
く
か
、
知
恵
を
絞
る
必
要
が
あ

る
。」
と
い
う
言
葉
は
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
加か

藤と
う

先
生
の
講
義
で
は
、「
動

き
出
す
力
」
を
テ
ー
マ
に
学
び
ま
し
た
。

「
農
業
」
と
「
何
か
」
を
掛
け
合
わ
せ
て

「
幸
せ
」を
作
り
出
す
と
い
う
視
点
を
持
っ

た
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
知
り
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に

は
、
ま
ず
課
題
の
芯
を
作
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
社
会
の
仕
組
み
を
知
り
、
い
ろ
ん

な
人
と
話
す
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

を
特
に
学
び
ま
し
た
。

き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大

切
な
力
と
し
て
心
に
留
め
て
お
き
た
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
4
日
間
で
様
々
な
こ
と
を

深
く
見
つ
め
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
な
り
た
い
未
来
と
、
な
り
得
る
未
来

と
の
差
を
な
く
す
た
め
に
動
く
と
い
う
こ

と
は
、
例
え
ば
二
酸
化
炭
素
削
減
の
よ
う

に
現
状
な
ど
を
知
る
こ
と
に
も
な
り
、
ど

ん
な
場
面
で
も
必
要
な
力
だ
と
思
い
ま
し

た
。
山や

ま

極ぎ
わ

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ

う
に
人
は
集
団
で
協
力
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
大
き
な
問
題
に
お
い
て
も
み
ん

な
が
協
力
し
て
改
善
に
向
か
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
4
日

間
で
身
に
付
け
た
こ
と
を
う
ま
く
活
用
し

て
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を
更

に
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
講
義
を
通
し
、「
未
来
の
社

会
」
に
目
を
向
け
て
い
く
中
で
、
多
く
の

知
見
を
広
め
、
考
え
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
喜

び
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。
学
ぶ
こ
と

の
楽
し
さ
を
実
感
で
き
た
の
は
、
今
回
の

学
び
の
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

　
今
回
の
学
び
の
場
で
は
、
班
の
仲
間
が

う
な
ず
い
て
反
応
を
積
極
的
に
示
し
て
く

れ
、
大
学
生
に
も
私
の
意
見
を
褒
め
ら
れ

る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
心
地

よ
さ
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
と
て
も
嬉
し

く
、
ま
た
少
し
自
信
を
つ
け
る
き
っ
か
け

に
も
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
経
験
に
は

緊
張
や
不
安
が
伴
い
ま
す
。
そ
の
一
歩
は

と
て
も
勇
気
が
い
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
先
に
は
新
た
な
学
び
と
共
に
、
新
た
な

自
分
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
が
思
っ

て
い
る
よ
り
も
広
い
世
界
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
そ
こ
に
思
い
っ
き
り
飛
び
込
む
こ
と

の
大
切
さ
を
今
回
の
機
会
を
通
し
て
学
び

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
に

と
っ
て
一
番
大
き
な
こ
と
で
し
た
。
こ
の

よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
い
て
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
学
校
生
活
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

初
め
の
一
歩
を
大
切
に
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

泗水中学校2年　岩
いわ

下
した

元
げん

大
た

さん 泗水中学校２年　三
み

由
よし

友
ゆ

理
り

恵
え

さん

参加報告 参加報告

プラチナ未来人財育成塾に参加して 新たな一歩は新しい自分との出会い

プラチナ未来人財育成塾 プラチナ未来人財育成塾
未来のリーダーを育成することを目的として開催されている「プラチナ未来人財
育成塾」。毎年各中学校の代表生徒を派遣しています。広報きくち１２～3月号で
参加した生徒の報告書を紹介します。

未来のリーダーを育成することを目的として開催されている「プラチナ未来人財
育成塾」。毎年各中学校の代表生徒を派遣しています。広報きくち１２～3月号で
参加した生徒の報告書を紹介します。
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問い合わせ先
菊池市教育委員会

生涯学習課内
☎ 0968（25）7232

青
少
年
育
成
推
進
員
だ
よ
り

No.57地
域
の
伝
統
行
事
「
モ
グ
ラ
打
ち
」

　　
高
田
区
世
代
間
交
流
会
で
は
、
伝
統

行
事
の
「
モ
グ
ラ
打
ち
」
に
使
う
棒
作

り
を
し
ま
し
た
。
区
の
老
人
会
や
河
川

工
事
関
係
者
と
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。

　
モ
グ
ラ
打
ち
は
九
州
地
方
に
伝
わ
る

風
習
で
、
玄
関
や
田
畑
を
叩
い
て
回
っ

た
後
に
五
穀
豊
穣
や
家
内
安
全
を
祈
り

ま
す
。
作
成
し
た
竹
の
先
端
に
わ
ら
を

巻
い
た
棒
で
集
落
60
戸
の
庭
先
を
叩
い

て
回
る
予
定
で
し
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
道
具
作
り
だ
け
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
「
地
域
の
伝
統
文
化
を

体
験
で
き
て
良
か
っ
た
」「
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
推
進
員　
　
霍つ

る

田だ

光こ
う

一い
ち

郎ろ
う

　
11
月
27
日
、
荒
尾
市
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
修
大

会
が
開
催
さ
れ
、
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
中
部
大
学
准
教
授
お
よ
び
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
監
督
の
梅う

め

嵜き

周し
ゅ
う

殻き

さ

ん
に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
と
と
も
に
歩
ん

だ
こ
れ
ま
で
」
と
い
う
講
話
を
聞
い
た

後
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
姿
を
テ
ー

マ
に
、
阿
蘇
市
、
多
良
木
町
、
湯
前
町
、

八
代
郡
が
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
や
課
題
を

発
表
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

問い合わせ先

No.50第
59
回
熊
本
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
研
修
会

 

笑
顔
で
あ
い
さ
つ

　　
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
な
か
な
か
積
極

的
な
活
動
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
も
で
き
る
こ
と
か
ら
し
よ
う
と
、
旭

志
校
区
の
青
少
年
推
進
員
は
、
10
月
14

日
と
１
月
７
日
に
民
生
委
員
と
合
同
で

あ
い
さ
つ
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
月
７
日
は
冷
え
込
み
が
厳
し
く
、

と
て
も
寒
い
朝
で
し
た
が
、
児
童
た
ち

は
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
に
こ
や
か
な
笑
顔

に
、私
た
ち
の
心
は
ホ
ッ
コ
リ
で
し
た
。

　
　
青
少
年
育
成
推
進
員　
岩い

わ

根ね

美み

紀き

た
。

　
実
技
研
修
で
は
、他
に
も
モ
ル
ッ
ク
、

ボ
ッ
チ
ャ
を
行
い
、
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
ま
し
た
。

「
も
っ
と
、
知
ろ
う
よ
。
菊
池
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
開
催
で
き
な
か
っ
た
事
業
の

代
わ
り
に「
も
っ
と
、知
ろ
う
よ
。菊
池
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ふ
る
さ

と
か
る
た
に
登
場
す
る
史
跡
を
25
カ
所

以
上
回
れ
ば
、
か
る
た
セ
ッ
ト
と
菊
池

一
族
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
も
ら
え
る

と
い
う
も
の
で
す
。
６
組
の
家
族
が
挑

戦
し
、見
事
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
は
「
い
ち
い
が
し

は
木
が
大
き
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
か
る
た
で
早
く
遊
ん
で
み
た
い
で

す
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
保
護

者
か
ら
は
「
菊
池
の
歴
史
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
子
ど
も
も
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
も
っ
と
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
て

も
ら
え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
か
る
た
番
外
編
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

作
成
し
ま
し
た

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作

成
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
ふ
る
さ
と
か

る
た
に
登
場
し
な
い
名
所
を
訪
ね
て
、

ふ
る
さ
と
か
る
た
番
外
編
と
し
て
編
集

し
て
い
ま
す
。
４
月
に
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

　
12
月
４
日
、
泗
水
体
育
館
で
「
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
地
区
別
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
人
権
研
修
、

講
師
に
よ
る
講
演
会
、
実
技
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　
毎
年
研
修
会
の
中
で
は
人
権
学
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
起
き
た
部
落

差
別
事
件
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
題
材
に
、
自
分

が
差
別
に
直
面
し
た
場
合
、
ど
う
い
う

対
応
が
で
き
る
の
か
考
え
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
差
別
や
偏
見
に
基
づ

く
行
為
は
尊
厳
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ

り
，
許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。
今
後
も

継
続
し
て
学
習
を
行
い
、
人
権
意
識
を

高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
講
話
で
は
、
菊
池
ロ
ー
イ
ン
グ
ク
ラ

ブ
代
表
の
飯い

い

盛も
り

元げ
ん

貴き

さ
ん
を
招
き
、
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
話

を
聞
き
ま
し
た
。
講
話
の
後
に
は
、
長

年
に
わ
た
る
ボ
ー
ト
指
導
者
の
経
験
を

生
か
し
、
ボ
ー
ト
競
技
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
器
具
（
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
）
を
使
用

し
た
ボ
ー
ト
体
験
を
実
施
。
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
へ
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し

八
方
ケ
岳
・
鞍
岳

　

菊
池
平
野
の
北
に
は
、
山
の
姿

が
八
方
か
ら
同
じ
に
見
え
る
矢や

筈は
ず

岳だ
け

（
１
０
５
２
ｍ
）、
東
に
馬
の
鞍
の
形

を
し
た
鞍
岳
（
１
１
１
９
ｍ
）
が
あ

り
ま
す
。
泗
水
町
を
経
て
、
花
房
の

坂
か
ら
眼
下
に
広
が
る
大
パ
ノ
ラ
マ

は
、
今
も
昔
も
故
郷
帰
り
す
る
人
々

に
と
っ
て
、
懐
か
し
い
田
園
風
景
で

す
。

第17回れ
麗
峰
の

　

矢
筈
・
鞍
岳

　
　
　
　

故
郷
の
山

雪化粧の鞍岳

の
小
中
学
校
へ
モ
ル
ッ
ク
の
体
験
講
座

を
積
極
的
に
行
う
予
定
で
す
。

菊池市
スポーツ推進委員

協議会広報部
☎0968（25）7234

地
区
別
研
修
会

七
城
中
モ
ル
ッ
ク
体
験

ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
の
つ
ぶ
や
き

　
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
菊
池
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
が
記
念
事
業
と
し
て
、
11

月
に
市
内
の
小
中
学
校
へ
モ
ル
ッ
ク

セ
ッ
ト
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
モ
ル
ッ
ク
の
楽
し
さ
を
伝
え
よ

う
と
、
12
月
15
日
に
七
城
中
学
校
の
１

年
生
と
菊
池
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、

社
会
体
育
課
職
員
で
体
験
講
座
を
行
い

ま
し
た
。

　
競
技
を
す
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の

楽
し
そ
う
な
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
こ
れ
か
ら
市
内

モルックを楽しむ七城中学校の生徒

前 半 後 半 前 半 後 半
4月 隈府小学校 菊池北中学校 10月 旭志小学校 菊池農業高校
5月 菊池北小学校 菊池南中学校 11月 泗水東小学校 菊池女子高校
6月 菊之池小学校 七城中学校 12月 泗水小学校 泗水西小学校
7月 花房小学校 旭志中学校 1月 菊池北中学校 隈府小学校
8月 戸崎小学校 泗水中学校 2月 菊池南中学校 菊池北小学校
9月 七城小学校 菊池高校 3月 七城中学校 菊之池小学校 撮影する社会教育指導員

あいさつ運動をする青少年育成推進員

世代間交流会のメンバー

作成したモグラ打ちの棒

令和４年度放課後夕方トランペット放送予定
　本放送は、市内小・中・高の児童・生徒が夕暮れ時に帰宅を促す目的で行い、
青少年が犯罪・事故などに巻き込まれることを未然に防ぐために実施しています。

菊池一族グッズ

参加したスポーツ推進委員

地区別研修会でのボッチャの実技研修

モ
ル
ッ
ク
を一緒
に
し
ま
せ
ん
か

　

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
で

は
、
モ
ル
ッ
ク
普
及
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
市
民
の
人
た
ち
に
モ
ル
ッ
ク
に

興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
間
で
も
モ
ル
ッ
ク

の
指
導
に
む
け
て
日
々
研
修
・
実
技
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　
モ
ル
ッ
ク
の
出
前
講
座
も
行
っ
て
い室内モルック

ま
す
で
の
、
ぜ
ひ
一
緒
に
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
モ
ル
ッ
ク
を
は
じ
め
出
前
講
座
の
申

込
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
地
区

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
学
級
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
お
す
す
め
で
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

モルックで使用する道具

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
予
定
し
て
い
た
多
く

の
行
事
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
は
、
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー

ツ
に
触
れ
合
え
る
よ
う
な
機
会
を
提
供

で
き
る
よ
う
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。開催した出前講座
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問い合わせ先 健康推進課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”と“将来”
を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての人が
加入する国民年金の情報をお伝えします。

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

年
金
の
ご
相
談
は
街
角
の

年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
熊
本
へ

　

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
委
託
を
受
け
「
全
国

社
会
保
険
労
務
士
会
連
合
会
」
が
運
営

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

■
主
な
相
談
内
容

▼
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
受
給
相
談

▼
年
金
見
込
額
の
試
算
▼
請
求
手
続
き

▼
源
泉
徴
収
票
・
支
払
通
知
書
・
年
金

証
書
な
ど
の
再
交
付
▼
年
金
記
録
に
つ

い
て
の
相
談

■
持
参
す
る
も
の

▼
年
金
証
書
▼
年
金
手
帳
▼
身
分
証
明

書
▼
本
人
以
外
が
相
談
す
る
場
合
は
本

人
か
ら
の
「
委
任
状
」
お
よ
び
代
理
人

の
身
分
証
明
書

問
い
合
わ
せ
先

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
熊
本
（
熊

本
市
中
央
区
花
畑
町
４
‐
１
太
陽
生
命

熊
本
第
2
ビ
ル
3
階
）

☎
０
９
６（
２
０
６
）２
４
４
４

相
談
時
間

▼
㈪
～
㈮
：
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
15
分
（
週
初
の
開
所
日
は
～
午
後
7

時
）
▼
第
２
㈯
：
午
前
9
時
30
分
～
午

後
4
時

※
電
話
で
の
年
金
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

※
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
熊
本
市
辛

　

島
公
園
地
下
駐
車
場
を
利
用
い
た
だ

　

き
、相
談
の
際
に
「
駐
車
場
の
利
用
」

　

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
駐
車
は
E

　

ブ
ロ
ッ
ク
の
利
用
が
便
利
で
す

国
民
年
金
手
帳
は

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
へ

切
り
替
わ
り
ま
す

　

4
月
1
日
以
降
に
初
め
て
年
金
制
度

へ
加
入
す
る
人
（
20
歳
に
到
達
し
た
人
、

20
歳
前
に
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者

と
な
っ
た
人
な
ど
）
に
対
し
、
年
金
手

帳
に
替
わ
り
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

を
交
付
し
ま
す
。
今
後
、
年
金
手
帳
の

交
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

年
金
手
帳
を
既
に
交
付
し
て
い
る
人

に
は
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
の
交
付

は
行
い
ま
せ
ん
。
お
手
元
に
あ
る
年
金

手
帳
は
、
4
月
1
日
以
降
も
「
基
礎
年

金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
書
類
」
と
し
て
引
き
続
き
、
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
案
内
を

民
間
委
託
し
て
い
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
め
忘
れ
の
人
に
対
し
て
、
電

話
・
文
書
・
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の

案
内
や
免
除
な
ど
の
申
請
手
続
き
の
案

内
を
民
間
事
業
者
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

民
間
委
託
事
業
者

㈱
バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
西
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

自
動
音
声
案
内
「
2
を
押
し
て
2
」

ス
ト
レ
ス
の
サ
イ
ン

　

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
き
、
ど
ん
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
か
。
自
分
の
ス
ト

レ
ス
状
態
に
気
付
か
な
い
で
い
る
と
、

そ
の
ま
ま
頑
張
り
続
け
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
何
か
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
い
る
と
き
は
、
ス
ト
レ
ス
に

気
付
き
に
く
い
た
め
、
ス
ト
レ
ス
の
サ

イ
ン
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

●
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン

・�

不
安
や
緊
張
が
高
ま
っ
て
、
怒
り
っ

ぽ
く
な
る

・�

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
驚
い
た
り
、

急
に
泣
き
出
し
た
り
す
る

・�

気
分
が
落
ち
込
ん
で
や
る
気
が
な
く

な
る

・�

人
付
き
合
い
が
面
倒
に
な
っ
て
避
け

る
よ
う
に
な
る

●
体
の
サ
イ
ン

・�
肩
こ
り
や
頭
痛
、
腹
痛
、
腰
痛
な
ど

の
痛
み
が
出
て
く
る

・�

寝
つ
き
が
悪
く
な
っ
た
り
、
夜
中
や

朝
方
に
目
が
覚
め
た
り
す
る

・�

食
欲
が
な
く
な
っ
て
食
べ
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
、
逆
に
食
べ
過
ぎ
た
り
し

て
し
ま
う

・�

下
痢
や
便
秘
を
し
や
す
く
な
る

・�

め
ま
い
や
耳
鳴
り
が
す
る

　

自
分
の
ス
ト
レ
ス
に
気
付
け
る
よ
う

に
な
る
と
、
適
切
に
休
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
身
の
回
り
の
大
切
な
人

１月の歯科検診で、むし歯がなかったお子さんを
紹介します。 ※敬称略。（ ）の行政区は検診日時点

赤
あか

星
ほし

陽
はる

音
と

（北宮）
荒
あら

木
き

勇
たけ

琉
る

（亘）
市
いち

原
はら

虎
こ

汰
た

郎
ろう

（亘）
内
うち

田
だ

道
みち

清
きよ

（野間口）
川
かわ

口
ぐち

絵
え

美
み

莉
り

（村田）
黒
くろ

田
だ

和
わ

玖
く

（横町）
後

ご

藤
とう

孝
こう

太
た

朗
ろう

（深川）
後

ご

藤
とう

千
ち

沙
さ

凛
り

（袈裟尾）
後

ご

藤
とう

恒
つね

智
とも

（片角）
境
さかい

心
しん

太
た

郎
ろう

（高野瀬）
城
じょう

あかり（片角）
髙
たか

千
ち

穗
ほ

南
な

央
お

（立石）
山
やま

中
なか

悠
ゆう

雅
が

（袈裟尾）

植
うえ

木
き

朝
あさ

桧
ひ

（栄町）
坂
さか

本
もと

祐
ゆう

愛
あ

（大尺）
松
まつ

下
した

緋
ひ

夏
なつ

（蟹穴）
秋
あき

岡
おか

日
ひ

葵
まり

（山崎）
青
あお

木
き

陽
ひ

詩
なた

（川上）
松
まつ

岡
おか

旺
おう

聖
せい

（片川瀬）
三

み

池
いけ

　凛
りん

（高永）
緒

お

方
がた

心
ここ

菜
な

（富の原一）
工

く

藤
どう

稜
り

久
く

（上住吉）
小

こ

森
もり

田
だ

桜
おう

道
じ

朗
ろう

（富の原一）
白
しら

木
き

陸
りく

斗
と

（富出分）
刀
たち

川
かわ

滉
こう

生
せい

（富の原北）
米
よね

満
みつ

琴
こと

音
ね

（富の原一）

むし歯を予防するためには
❶むし歯菌を減らすための毎日の仕上げ磨き
❷甘いものを減らしたおやつの工夫
❸歯の質を強くするための定期的なフッ化物塗布

3歳児健診時「むし歯なし」の子

ス
ト
レ
ス
と
は

　

心
が
感
じ
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
こ
と

で
す
。
何
か
を
う
ま
く
や
っ
て
い
こ
う

と
す
る
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私

た
ち
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
が
大
き
か
っ
た
り
、
長
く

続
い
た
り
し
過
ぎ
る
と
、
心
だ
け
で
な

く
、
体
の
調
子
も
悪
く
な
っ
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
い
状
況

　

あ
な
た
が
今
、「
な
ん
と
な
く
調
子

が
悪
い
」
と
感
じ
て
い
る
な
ら
、
も
し

か
し
た
ら
、
ス
ト
レ
ス
の
せ
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

●
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
い
状
況
の
例

・�

友
達
や
家
族
と
の
不
和

・�

引
っ
越
し
や
転
校
な
ど
の
生
活
環
境

の
変
化

・�

ペ
ッ
ト
や
友
達
、
家
族
な
ど
親
し
い

人
の
病
気
や
死
別

・�

仕
事
で
の
配
置
転
換
や
責
任
・
役
割

の
変
化　

な
ど

　

ス
ト
レ
ス
の
受
け
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
。
強
く
感
じ
る
人
も
い
れ
ば
、
そ

う
で
な
い
人
も
い
ま
す
。

　

一
つ
一
つ
の
ス
ト
レ
ス
が
大
し
た
こ

と
で
は
な
く
て
も
、
ス
ト
レ
ス
が
重
な

る
と
き
は
注
意
が
必
要
で
す
。
ス
ト
レ

ス
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
負
担
を
で
き

る
だ
け
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

の
ス
ト
レ
ス
に
気
付
け
る
よ
う
心
掛
け

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

早
め
に
ス
ト
レ
ス
に
気
付
い
て
、
適

切
に
休
む
こ
と
が
、
心
と
体
の
健
康
に

つ
な
が
り
ま
す
。

心
と
体
の
セ
ル
フ
ケ
ア

　

セ
ル
フ
ケ
ア
の
基
本
は
「
自
分
の
で

き
る
範
囲
で
、
自
分
の
面
倒
を
見
る
こ

と
」
で
す
。
心
が
疲
れ
て
い
る
と
き
に

と
て
も
有
効
な
手
段
で
、
早
め
に
ケ
ア

す
る
と
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

【
例
】
▼
体
を
動
か
す
▼
今
の
気
持
ち

を
紙
に
書
き
出
し
て
み
る
▼
腹
式
呼
吸

を
繰
り
返
す
▼
音
楽
を
聞
く
▼
歌
を
歌

う
▼
失
敗
し
た
ら
笑
っ
て
み
る
▼
愚
痴

を
こ
ぼ
す
▼
質
の
良
い
十
分
な
睡
眠
を

と
る　

な
ど

早
め
の
対
処
が
重
要

　

も
し
も
、
眠
れ
な
い
日
が
続
く
、
心

の
不
安
定
な
状
態
が
数
週
間
も
消
え
な

い
、
何
も
す
る
気
に
な
れ
な
い
、
す
ぐ

に
疲
れ
て
し
ま
う
と
い
う
と
き
は
、
一

人
で
頑
張
ろ
う
と
し
な
い
こ
と
。
我
慢

せ
ず
、
信
頼
で
き
る
家
族
や
友
達
に
話

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
人
で
考
え
る
よ

り
は
、
問
題
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ス
ト
レ
ス
の
サ
イ
ン
に
気
付
い
た
ら
、

で
き
る
だ
け
早
め
に
対
処
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
つ
ら
い
と
き
は
今
の
気
持

ち
を
周
り
に
話
し
て
、
心
の
専
門
家
に

相
談
し
た
り
、
心
療

内
科
な
ど
の
医
療

機
関
を
受
診
し
た

り
し
ま
し
ょ
う
。

春は卒業や入学、就職など、出会いと別れが多くなる季節。気候の変化もあって、心の
不調を感じやすい時期です。ストレスの特徴を知り、うまく付き合うことはさまざまな
病気の予防だけでなく、充実した生き方にもつながります。

～ 献血にご協力ください ～

問健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

と き

ところ
内 容

３月17日㈭
【午前の部】午前９時30分～11時
【午後の部】午後０時45分～４時

道の駅旭志 旭志村ふれあいセンター
４００ml献血

献血カードをお持ちください
　献血の安全性向上のため、運転免
許証やパスポートなどで本人確認を
お願いしています。献血カードを持っ
ている人は一緒にお持ちください。
　薬を飲んでいる人でも献血できる
場合があります。会場で医師が判断
しますのでご相談ください。
ＨＩＶ検査目的の献血はお断りしています
　ＨＩＶ検査は菊池保健所（☎０９６８（25）４１３８）で行っ
てください。無料・匿名で検査を受けることができます。

献血推進キャラクター
けんけつちゃん

～ 骨折予防の食生活のポイント② ～
　骨の主成分はカルシウムです。骨を作るために必
要な栄養素を積極的に取りましょう。
カルシウム　年齢を重ねてからでもしっ
かり取れば、骨量の減少を食い止める
ことが可能です。牛乳・乳製品・大豆製
品・緑黄色野菜・小魚類など。
ビタミンD　カルシウムの吸収を助け
る働きがあります。カルシウムと一緒
に取りましょう。魚類・卵・キノコ類など。
タンパク質　適量のタンパク質はカル
シウムの吸収を高めます。肉・魚・卵・
大豆製品など。
ビタミンB 群・C　コラーゲンの生成
に関わり、骨を丈夫にする働きがあり
ます。野菜・ジャガイモ・果物など。
ビタミンK　骨を作るのを助ける働きが
あります。納豆・緑黄色野菜・海藻類など。

問高齢支援課地域包括支援係　☎0968（25）7216
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入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

図 書 館 公 民 館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

さ
ざ
波
は
夢
の
揺
籃
浮
寝
鳥

鴨
の
陣
日
だ
ま
り
揺
ら
し
水
尾
を
引
く

天
守
閣
疵
一
つ
な
き
初
御
空

住
み
古
り
し
ま
ま
の
故
郷
初
詣

初
日
の
出
森
羅
万
象
輝
け
り

万
句
の
里
俳
句
会  

１
月
句
会

草
千
里
牛
の
背
に
光
射
す
地
震
の
跡
に
も
春
は
麗
ら
か

合
わ
す
れ
ば
百
六
十
五
年
重
ね
妻
も
吾
と
も
健
や
か
な
り
き

ひ
む
が
し
の
山
脈
の
嶺
光
り
さ
し
し
な
に
昇
り
来
初
日
お
ろ
が
む

曾
孫
ら
の
縄
跳
び
庭
に
見
と
れ
い
る
跳
び
数
掛
け
合
う
一
生
懸
命

菊
池
川
鴨
の
艦
隊
滑
り
行
く
中
州
の
白
鷺
閲
兵
気
取
り

渡
辺　
光
夫

緒
方　
正
俊

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

井
藤　
和
俊

七
城
短
歌
会  

１
月
詠
草

コ
ロ
ナ
禍
の
間
隙
縫
う
か
に
子
ら
集
い
共
に
祝
い
し
元
日
の
朝

毎
年
を
プ
ラ
ン
タ
ー
の
中
に
咲
き
育
つ
日
日
草
に
来
る
年
託
す

も
し
も
し
の
声
聴
き
分
け
る
わ
が
耳
の
聴
覚
だ
け
は
ま
だ
大
丈
夫

「
お
は
よ
う
」
と
山
く
っ
き
り
と
雨
あ
が
り
父
も
見
て
い
た
故
里
の
山

た
わ
わ
な
る
畑
の
八
朔
五
年
樹
の
オ
レ
ン
ジ
色
が
夕
日
に
光
る

坂
本　
玲
子

山
城　
雅
子

梶
原
美
智
代

緒
方　
悦
子

岩
本
サ
ヨ
子

「
里
」短
歌
会  

１
月
詠
草

瑞ず
い

光こ
う

を
浴
び
て
柏
手
打
つ
吾
の
九
十
七
歳
の
新は

春る

を
寿
ぐ

朝
十
時
机
に
向
か
え
ば
背
中
か
ら
我
を
励
ま
す
日
差
し
は
温
い

這
う
よ
う
に
丸
太
の
階
段
登
り
つ
め
手
を
振
り
ニ
コ
リ
た
く
ま
し
き
孫

頑
張
れ
ど
腰
曲
げ
て
立
つ
わ
が
姿
写
る
鏡
に
納
得
を
す
る

暁
の
雲
間
に
見
え
る
朱
の
い
ろ
今
日
一
日
の
幸
を
占
う

中
川　
愛
子

堤　
よ
し
み

田
中　
遥
子

山
城　
雅
子

岩
根　
博
恵

渓
流
短
歌
会  

１
月
詠
草

風
立
ち
て
光
る
細さ

ざ

波な
み

た
ゆ
た
え
る
午ひ

後る

の
足
湯
に
人
ま
ば
ら
な
り

百
歳
の
母
の
小
部
屋
に
見
つ
け
た
り
ズ
ボ
ン
の
寝
敷
き
未
だ
し
た
る
を

気
が
付
け
ば
前
も
後
ろ
も
空
き
家
で
す
三
十
年
後
の
村
は
ど
う
な
る

こ
と
ご
と
く
雲
を
は
ら
ひ
て
冬
天
に
た
て
る
裸
木
の
全
き
樹
形

涯か
ぎ

り
な
く
澄
み
渡
り
た
る
初
み
空
朝
日
を
ろ
が
む
健
や
か
な
れ
と

安
藤　
則
子

川
口
す
み
子

小
堀　
久
男

怒
留
湯
健
蓉

中
川　
愛
子

菊
池
短
歌
会  

２
月
詠
草

餅
搗
く
を
や
め
て
淋
し
き
ゆ
と
り
か
な

天
満
宮
梅
ふ
く
ら
む
や
孫
の
婚

雑
煮
餅
ひ
と
つ
で
足
り
る
齢
と
な
り

寒
き
夜
の
点
眼
ど
こ
か
儀
式
め
き

あ
の
雪
の
日
実
家
に
初
め
て
来
た
テ
レ
ビ

藤
本　
邦
治

寺
本　
和
子

五
丁　
義
昭

藤
本
ア
ツ
子

森　
　
正
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

１
月
例
会

届
け
た
い
向
こ
う
の
父
へ
新
米
を

子
に
送
る
郷
の
赤
酒
年
の
暮

格
好
良
き
菊
池
公
な
り
菊
人
形

冬
晴
れ
や
Ｇ
パ
ン
か
ら
湯
気
立
ち
の
ぼ
る

霜
柱
輝
き
な
が
ら
崩
れ
け
り

水
谷　
ミ
ネ

芹
川　
蓉
子

藤
本
け
い
子

中
尾
ヨ
シ
コ

芹
川
の
り
子

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

１
月
詠
草 岩

木　
敬
治

加
藤　
妙
子

川
口　
二
子

隈
部　
輝
子

宮
本　
敏
子

撮影：広報（令和３年３月中旬）
場所：片角

昨年10月～2月に開催した講座の一部を紹介します。

　令和3年度の公民館主催講座は、感染対策を徹底した
うえで年間約70講座を開催し、多くの人が受講しました。 
　来年度もさまざまな分野の講座を企画し、あなたの学
びたい気持ちをサポートします。詳しくは来月号でお知
らせします。

●気象予報士から学ぶ! お天気防災教室
　～まさか!に備えて天気を味方につけよう～
　（10月～12月、全4回、中央公民館）
　22人の受講生が暮らしに
役立つ天気の豆知識を学び
ました。「今回学んだ気象情
報や防災に役立つ知識を日
常生活に生かしていきたい」
といった声があり、災害時に
身を守る判断力を養うこと
ができました。

●季節を感じる花々の寄せ植えアレンジ!
　～寄せ植えで笑顔のまちづくり～
　（11月～２月、全３回、七城公民館）
　15人の受講生が季節の
花を使って寄せ植えを作成。
自宅や公民館エントランス
を花々で彩りました。2月は
グラスで楽しむ小さい寄せ
植えに挑戦。花のある暮ら
しを通して、笑顔のまちづく
りを目指していきます。

●楽しい絵手紙教室 ～世界に一つの真心込めたご挨拶～
　（11月～12月、全５回、泗水公民館）
　10人の受講生が、筆の持
ち方や色付けなどを学びま
した。はがきや段ボールに
野菜や果物などを描き、一
言添えて味のある絵手紙が
完成。いつもと違う年賀状
や手紙を送り、喜ばれたと
の声が聞かれました。

テーマ「旅立ち」

ニ
ジ
ノ
絵
本
屋

1

主
婦
の
友
社

2

新
潮
社

3

講
談
社

4

1 そしておめでとう
アリスン・マギー／作
ユ・テウン／絵

２ たくさんのドア

　卒業や入学など、転機を迎
える人たちにエールを贈る絵
本です。

沢
さわ

木
き

耕
こう

太
た

郎
ろう

／著

瀬
せ

戸
と

口
ぐち

清
きよ

文
ふみ

／詩
えがしらみちこ／絵

３ 深夜特急 全６冊

　一人旅をしたい人のバイブ
ルともいえる世界紀行の小説。
この春、旅立つ君におすすめ
です。

　卒園ソング「そしておめでと
う」の詩を基にした絵本。卒園
の読み聞かせにおすすめです。

星の王子さまと10人の探究者
たち／著

4 �目に見えないもの

　目に見えないものを心で
見る大切さを伝えてくれます。
何度も読み返したくなる一冊。

きくち森MACHI FESTA

各イベントの詳細はHPやフェイスブック
でもお知らせしています。

　3月26日㈯・27日㈰に四季の里旭志で開催される「き
くち森 MACHI FESTA」。木育・食育・野外活動（アウト
ドア）をテーマに、さまざまな体験イベントが予定されて
います。菊池市立図書館も出張図書館として参加します。
　また、中央図書館ではイベントにちなんだ展示を今月
から行います。「きくち森 MACHI FESTA」の詳細は四
季の里旭志のホームページをご覧ください。
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開館時間　午前９時～午後５時
休 館 日　第4㈫（点検などで臨時的に休館する場合あり）

問い合わせ先　菊池観光協会 ☎0968（25）0513
菊池さくらマルシェ2022　話題のお店や雑貨店などが市
民広場に集合！　日　時　３月20日㈰午前10時～午後3時
キッチンカーマルシェ　桜の開花時期にあわせ市民広場で
開催　日　時　3月26日㈯・27日㈰午前10時～午後4時

問
い
合
わ
せ
先

人
権
啓
発・男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

金
キム

 相
サン

廷
ジョン

　

コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
自
宅
時
間
が
長

く
な
っ
て
い
る
。
最
初
は
、
こ
の
際

に
庭
造
り
や
家
の
修
理
な
ど
、
ず
っ

と
気
に
な
り
な
が
ら
普
段
は
時
間
が

な
く
後
回
し
に
し
て
き
た
事
を
片

付
け
て
い
っ
た
家
庭
も
多
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
生
活
が
2
年

以
上
続
く
と
誰
が
想
像
で
き
た
だ
ろ

う
か
。
夫
婦
時
間
を
上
手
に
過
ご
し

て
き
た
先
輩
た
ち
の
経
験
談
が
あ
る
。

　

結
婚
80
周
年
を
迎
え
、
世
界
最
長

寿
夫
婦
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に

載
っ
た
英
国
の
夫
婦
は
、
自
分
た
ち

の
結
婚
生
活
の
秘
訣
を
2
つ
の
単
語

で
要
約
し
た
と
い
う
。
そ
れ
は
「Yes, 

D
ear

」
日
本
語
に
訳
す
と
「
そ
う
だ

ね
、
あ
な
た
」
だ
っ
た
。
い
つ
も
楽

し
く
肯
定
的
に
相
づ
ち
を
打
つ
の
が

最
大
の
秘
訣
だ
と
い
う
。 

　
ロ
シ
ア
の
文
豪
ト
ル
ス
ト
イ
は
「
幸

せ
な
家
庭
は
全
て
同
じ
理
由
で
幸
せ

だ
が
、
不
幸
な
家
庭
は
そ
れ
ぞ
れ
違

う
理
由
で
不
幸
だ
」
と
言
っ
た
そ
う

だ
。
有
名
な
格
言
に
は
「
自
分
に
し

て
も
ら
い
た
い
よ
う
に
相
手
に
し
な

さ
い
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
。  

　

韓
国
の
新
聞
記
事
で
、
結
婚
50
年

の
あ
る
老
夫
婦
が
述
べ
た
「
幸
せ
の

秘
訣
5
つ
」
と
い
う
も
の
を
見
つ
け

た
。
男
性
は
若
い
時
に
朝
鮮
戦
争
で

と
て
も
苦
労
を
し
た
。
そ
ん
な
苦
し

い
中
で
妻
と
な
る
女
性
と
出
会
い
結

婚
し
た
。

　

新
聞
記
者
か
ら
幸
せ
な
結
婚
生
活

の
秘
訣
は
何
か
と
問
わ
れ
た
こ
の
老

夫
婦
は
「
特
別
な
事
と
い
う
よ
り
、

日
常
の
小
さ
な
事
が
大
切
だ
っ
た
と

思
う
」
と
し
て
５
つ
を
挙
げ
た
。  

　

１
つ
目
は
「
毎
日
寝
る
前
に
お
互

い
の
手
を
触
る
。
そ
う
す
る
と
相
手

の
手
が
ど
れ
ほ
ど
荒
れ
た
か
が
分
か

る
か
ら
」
と
い
う
。
2
番
目
は
「
妻

が
作
っ
て
く
れ
た
料
理
に
文
句
を
言

わ
な
い
」。
3
つ
目
は
「
お
互
い
の
ミ

ス
を
責
め
ず
、
む
し
ろ
心
か
ら
慰
め

る
」。
4
つ
目
は
「
で
き
れ
ば
毎
日
手

を
つ
な
い
で
散
歩
な
ど
し
て
お
互
い

を
労
わ
る
」。
5
つ
目
は
「
家
族
生
活

を
常
に
肯
定
的
に
考
え
る
」
だ
。
そ

し
て
「
た
ま
に
は
詩
集
の
一
節
を
読

む
と
も
っ
と
良
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
付
け
加
え
た
。  

　

幸
せ
な
家
庭
の
秘
訣
は
古
今
東
西

を
問
わ
ず
同
じ
で
は
な
い
か
。「
愛·

思
い
や
り·

献
身·

尊
重
」
と
い
う
大

切
な
性
質
。
そ
し
て
最
も
重
要
な
の

は
、
そ
れ
を
行
動
に
移
す
勇
気
と
謙

遜
さ
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

結
婚
生
活
50
年
の
夫
婦
が
教
え
る
幸
せ
の
秘
訣
5
つ

国際観光マネージャー

金
キム

 相
サン

廷
ジョン
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【
詩
の
部
】

ま
ほ
う
の
言
葉　
　
　
　
　
　
　

　
　

 

七
城
小
４
年　
園そ

の

田だ

み
の
り

あ
り
が
と
う

す
ご
い
ね　
　
　
　
　

大
丈
夫　
　

楽
し
か
っ
た
よ

言
わ
れ
た
ら

な
ぜ
か

心
が
温
ま
る

 

あ
っ
ち
行
っ
て
て

大
き
ら
い

も
う
話
し
か
け
な
い
で

言
わ
れ
た
ら　
　
　
　
　
　
　
　

な
ぜ
か

心
が
ち
く
ち
く
す
る

第
16
回
菊
池
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
特
選
作
品

 

い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い

お
は
よ
う

お
か
え
り

お
や
す
み
な
さ
い

言
わ
れ
た
ら

な
ぜ
か

言
葉
を
か
え
し
た
く
な
る

「さそってくれて、うれしいな」 
泗水東小２年

泗
し

水
すい

唯
ゆい

名
な

【４コマ漫画の部】

「あの子と今の自分」 
泗水東小６年

五
ご

島
とう

　明
めい

開館時間　午前９時～午後５時
休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日）

問い合わせ先　わいふ一番館 ☎0968（24）6630
吊るしびな展示会　女の子の健やかな成長と幸せを願い、
真心を込めた作品展です。期　間　～21日㈪㈷
描く事楽しき仲間たち　それぞれの描き方を楽しむ仲間
の作品の数々です　期　間　3月23日㈬～4月10日㈰

問い合わせ先　市長公室 ☎0968（2５）７２５２

幻のカブであり、究極の
薬味の「暮坪かぶ」

【友好都市】岩手県遠野市の特産品を紹介します
　小さな大根のように見える「暮

くれ

坪
つぼ

かぶ」は、約400年に
わたり遠野市上郷町にある暮坪地区だけで栽培されてきた

「幻のカブ」です。暮坪地区に住むたった一戸の農家が代々
育てています。
　原種に近いカブのため品種改良されておらず、収穫量が
少ないことも幻のカブと呼ばれるゆえんです。暮坪地区だ
けの伝統野菜でしたが、暮坪そばが評価されてから一気に
全国へ知られるようになりました。
　昔から漬物として食されていましたが、皮をむかずにす
りおろすことで、強烈な辛味と独特の風味が生まれ、そば、

刺身、焼肉、焼き魚な
ど、さまざまな料理に
アクセントを加えてく
れます。

�

絵・文／橋
は し

本
も と

以
い

蔵
ぞ う

　柏氏累代の居城と伝えられており、川に伸びた尾根
上の先端部分を堀切で切った郭が城のはっきりとした
遺構と言えます。空堀は、今よりさらに深くえぐられ、盛
り土で内側は高く守られていたことでしょう。そこには
尖らせた杭などが並べられていたのではないでしょうか。

掛
かけ

幕
まく

城
じょう

◆ 絵画連作 ◆
問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
一
族
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
６
７

て
こ
の
寺
で
熱
心
に
修
行
し
、
心
の

拠
り
所
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

１
３
３
８
（
延
元
3
）
年
、
武
重

は
一
族
の
結
束
を
図
る
た
め
、
家
の

掟
で
あ
る
『
菊
池
家
憲
』
を
制
定
し

ま
す
。
武
重
は
こ
の
家
憲
を
「
仏
教

の
正
し
い
教
え
と
共
に
一
族
の
長
い

繁
栄
を
願
う
」
と
い
う
意
味
の
言
葉

で
結
ん
で
お
り
、
戦
乱
の
続
く
不
安

定
な
世
の
中
で
、
大
智
の
教
え
が
一

族
団
結
の
た
め
の
鎹

か
す
が
いに

な
っ
て
い
た

こ
と
が
察
せ
ら
れ
ま
す
。

　

武
重
の
死
後
も
、
武
重
の
弟
た
ち

が
大
智
の
教
え
を
精
神
的
支
柱
に
し

て
い
た
様
子
が
記
録
に
残
っ
て
い
ま

す
。
14
代
武た

け

士ひ
と

は
、
武
重
の
遺
言
に

よ
っ
て
当
主
に
な
り
ま
し
た
が
、
動

乱
の
世
の
中
に
あ
っ
て
一
族
を
率
い

る
こ
と
を
大
い
に
悩
み
、
自
分
の
選

ぶ
べ
き
道
に
つ
い
て
大
智
に
教
え
を

請
い
ま
し
た
。「
天
下
の
た
め
に
、
よ

り
相
応
し
い
人
物
に
当
主
の
立
場
を

譲
り
ま
す
」
と
記
し
た
『
譲
り
状
』
も
、

大
智
に
対
し
て
発
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
記
録
か
ら
も
、
聖
護
寺
、

そ
し
て
大
智
が
、
一
族
に
と
っ
て
い

か
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
の
か
が
よ

く
分
か
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
大
智
と
菊
池
一
族
の
関
係

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
が
、

15
代
武た

け

光み
つ

で
し
た
。
新
た
に
正
観
寺

を
建
て
て
五
山
制
度
を
採
用
す
る
な

ど
、
菊
池
の
信
仰
の
中
心
を
聖
護
寺

か
ら
正
観
寺
へ
と
移
し
ま
し
た
。
武

光
の
兄
・
武た

け

澄ず
み

は
、
聖
護
寺
と
征
西

府
の
橋
渡
し
の
よ
う
な
存
在
で
し
た

が
、
武
澄
が
亡
く
な
る
と
大
智
は
菊

池
を
去
り
、
玉
名
の
広
福
寺
に
移
り

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
翌
年
、
大
智
は
島
原
に
移
っ

て
水
月
庵
円
通
寺
を
開
き
、
こ
の
地

で
１
３
６
６
（
正
平
21
）
年
、
76
歳

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
遺
骨
は
円
通

寺
の
他
、
加
賀
の

祇ぎ

陀だ

寺じ

、
菊
池
の

聖
護
寺
、
玉
名
の

広
福
寺
に
分
葬
さ

れ
た
と
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

南
北
朝
初
期
の
菊
池
一
族
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
の
が
、
曹
洞
宗
の

高
僧
・
大
智
で
す
。
肥
後
の
出
身
で
、

中
国
に
留
学
し
、
帰
国
後
は
曹
洞
宗

の
総
本
山
、
永
平
寺
（
福
井
県
）
の

正
式
な
後
継
者
と
し
て
選
ば
れ
た
ほ

ど
の
人
物
で
し
た
。

　
大
智
が
菊
池
に
や
っ
て
来
た
の
は
、

13
代
武た

け

重し
げ

の
時
代
。
鳳
儀
山
の
広
大

な
土
地
を
寺
領
と
し
て
寄
進
さ
れ
、

聖し
ょ
う

護ご

寺じ

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
武
重

自
身
も
寂じ

ゃ
く

山ざ
ん

と
い
う
法
名
を
名
乗
っ

第二章 ～菊池本城を守る砦～

◆

シ
リ
ー
ズ 

◆

聖護寺
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設
置
に
伴
う
負
担
金
（
設
置
時
の
み
）

▼
５
人
槽
（
延
床
面
積
1
３
０
㎡
以
下
）

　
８
万
８
千
円

▼
７
人
槽
（
延
床
面
積
1
３
０
㎡
を
超
え

　
る
）　
10
万
２
千
円

▼
10
人
槽
（
浴
室
お
よ
び
台
所
が
2
カ
所

　
以
上
）　
12
万
９
千
円

月
の
使
用
料
金
（
人
頭
制
）

▼
一
般
住
宅

・
基
本
料　
２
２
０
０
円
（
1
戸
１
月
）

・
世
帯
員
割　
５
５
０
円（
１
人
当
た
り
）

▼
集
会
所
・
公
民
館

・
基
本
料　
１
１
０
０
円
（
１
戸
１
月
）

自
己
負
担
と
な
る
費
用　
▼
駐
車
場
対
応

で
は
な
い
浄
化
槽
で
、
車
な
ど
の
乗
り
上

げ
に
よ
り
破
損
し
た
場
合
の
補
修
・
漏
水

修
繕
費
用
▼
使
用
水
量
の
過
多
や
不
適
正

な
使
用
に
よ
る
追
加
の
清
掃
費
用
▼
浄
化

槽
設
置
後
、
無
断
で
改
造
し
た
り
上
部
に

構
造
物
を
つ
く
り
維
持
管
理
に
支
障
を
き

問い合わせ先に各課の直
通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

お
知
ら
せ

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
を
考
え
て
い
る
人
へ 

　
高
齢
運
転
者
（
自
動
車
運
転
免
許
証
返

納
時
点
で
満
65
歳
以
上
）
で
、
自
動
車
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
に
対
し
て
、
市

内
共
通
商
品
券
「
め
ぐ
る
ん
券
」（
千
円

相
当
）
も
し
く
は
「
べ
ん
り
カ
ー
／
あ
い

の
り
タ
ク
シ
ー
共
通
チ
ケ
ッ
ト
」（
千
円

相
当
）
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
（
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）　

・
市
内
在
住
の
人

・
1
年
以
内
に
自
動
車
運
転
免
許
証
を
返

　
納
し
た
人

・
自
動
車
運
転
免
許
証
返
納
時
点
で
満
65

　
歳
以
上
の
人

※
自
動
車
運
転
免
許
証
の
一
部
返
納
は
対

　

�

象
外
。
交
付
は
対
象
者
１
人
に
つ
き
１

枚
限
り

申
請
に
必
要
な
も
の

・
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
ま
た
は
運
転

　
経
歴
証
明
書
（
写
し
可
）

問
●申
防
災
交
通
課　

　
☎（
25
）7
２
０
３

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
で
2
万
円
の
チ
ャ
ー
ジ
ま
た

は
買
い
物
を
す
る
と
、
1
人
当
た
り
上
限

５
千
円
分
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え

ま
す
。

※
既
に
５
千
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
し

　
て
い
る
人
は
対
象
外

対
象
者

　
９
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
申
請
を
し
、
令
和
５
年
２
月
末
ま

で
に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
、
決

済
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
し
た
人
。

健
康
保
険
証
と
公
金
受
取
口
座
の
登
録
で

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す

　

健
康
保
険
証
の
利
用
登
録
と
公
金
受

取
口
座
登
録
を
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

7
５
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま

す
。
受
け
付
け
は
6
月
ご
ろ
か
ら
開
始
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る

ホームページは
こちら

受
付
期
間　
4
月
１
日
㈮
～
5
月
2
日
㈪

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▼
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
人
ま

た
は
1
年
以
上
在
住
し
て
い
る
人
の
子
▼

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、

大
学
、
大
学
院
ま
た
は
各
種
専
修
学
校
に

在
学
し
て
い
る
人
▼
経
済
的
理
由
で
修
学

困
難
な
人
▼
日
本
学
生
支
援
機
構
そ
の
他

奨
学
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
な
い
人

受
付
時
に
提
出
す
る
書
類　
▼
奨
学
資
金

貸
付
申
請
書
▼
住
民
票
（
世
帯
全
員
が
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
）
▼
在
学
証
明
書

後
日
提
出
す
る
書
類　
世
帯
全
員
の
所
得

証
明
書
（
６
月
１
日
㈬
以
降
に
税
務
課
で

取
得
し
て
く
だ
さ
い
）

決
定
方
法　
菊
池
市
奨
学
金
奨
学
生
選
考

委
員
会
（
６
月
開
催
予
定
）
で
審
議
の
上

決
定
し
ま
す
。

返
還
方
法　
卒
業
後
、
10
年
以
内
で
返
還

す
る
こ
と
（
無
利
子
）。
進
学
す
る
場
合

は
返
還
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
問
●申
学
校
教
育
課
総
務
係

　
☎（
25
）７
２
３
０　

菊
池
市
奨
学
資
金
貸
付
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

種　別 貸付額
（月額）

公立高校（高専含む）１8,000円

私立高校 30,000円
公立専門学校

（専修学校） 44,000円

私立専門学校
（専修学校） 53,000円

国公立（短期）大学 44,000円

私立（短期）大学 53,000円

▼種別貸付額

　
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
充
て
る
た

め
、
や
む
を
得
ず
農
振
農
用
地
区
域
か
ら

除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
や
、
農

振
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
を
し
た
い
場
合

は
、
農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
申
出
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　
内
容
や
書
類
に
不
備
な
ど
が
あ
る
場
合

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　
３
月
31
日
㈭

問
●申
農
政
課
農
政
係　
☎（
25
）７
２
２
１

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更

（
除
外・編
入
）申
出
書
受
付

　
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
市
役
所
本

庁
舎
で
手
続
き
を
行
う
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
支
援
の
た
め
に
、
手
話
通
訳
者

を
配
置
し
て
い
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と　
き　
毎
月
第
2
・
4
㈭

　
　
　
　
午
前
9
時
～
正
午

そ
の
他　
手
話
通
訳
者
は
本
庁
舎
ロ
ビ
ー

で
待
機
し
て
い
ま
す
。
手
話
を
楽
し
み 

た
い
人
、
手
話
を
学
び
た
い
人
も
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

市
役
所
本
庁
舎
窓
口
に
手
話
通

訳
者
を
配
置
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
申
請
者
か
ら
負
担
金
と
月
々
の

使
用
料
を
い
た
だ
き
、
市
が
浄
化
槽
本
体

を
設
置
・
維
持
管
理
を
行
う
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
申
請
か
ら
浄
化
槽
設
置
工
事

の
完
了
ま
で
３
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
域　
市
浄
化
槽
処
理
促
進
区
域

浄
化
槽
の
設
置
申
請
は

早
め
に
お
願
い
し
ま
す

■本人が対応する部分
❶トイレの水洗便器購入費および改造費・水道工事費❷ト
イレ・台所・風呂場などから浄化槽までの配管工事費およ
び浄化槽から排水先までの配管工事費❸浄化槽設置場所
および工事車両搬入出路における支障物除去費など❹駐
車場対応など(特殊工事)に係る工事費

　
５
月
31
日
㈫
任
期
満
了
に
よ
る
菊
池
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
の
期
日
を
決
定
し
ま

し
た
。

告
示
日　
５
月
15
日
㈰

投
票
日　
５
月
22
日
㈰

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
立
候
補
予
定
者
の
届
出
事
務
説
明
会
を

行
い
ま
す
。
各
種
届
出
書
類
や
収
支
報
告

書
の
提
出
物
な
ど
を
説
明
し
ま
す
の
で
、

関
係
者
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
席
者
の
人
数
は
1
候
補
者
に
つ
き
2

　
人
ま
で
で
お
願
い
し
ま
す

と　
き　
４
月
22
日
㈮　
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　
本
庁
３
階
３
０
５
大
会
議
室

問
●申
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎（
25
）７
２
０
１

菊
池
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

る
予
定
で
す
（
詳
細
は
未
定
）。

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
市
で
は
写
真
撮
影
か
ら
申
請
ま
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
に
か
か
る
手
続

き
を
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
手
続
き

は
10
分
程
度
で
完
了
し
、
手
数
料
は
無
料

で
す
。
申
請
す
る
本
人
が
通
知
カ
ー
ド
・

身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
総
務
省
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

　
☎
０
１
２
０（
95
）０
１
７
８

　
※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
5
番
を
選
択

　
総
務
課
総
務
行
政
係

　
☎（
25
）７
１
１
１

　
各
支
所
市
民
生
活
課

た
し
た
場
合
の
撤
去
・
原
状
復
旧
費
用

次
の
場
合
に
は
浄
化
槽
は
設
置
で
き
ま

せ
ん　
▼
集
合
排
水
区
域
内(

下
水
道
な

ど)

▼
飲
用
の
井
戸
か
ら
５
ｍ
以
上
離
れ

て
い
な
い
場
合
▼
放
流
先
が
確
保
さ
れ
て

い
な
い
場
合
（
必
ず
地
元
関
係
者
・
国
・

県
・
市
道
管
理
者
と
協
議
を
し
て
く
だ
さ

い
）
▼
家
屋
な
ど
か
ら
２
ｍ
以
上
離
れ
て

い
な
い
場
合

問
●申
下
水
道
課
工
務
係

　
☎（
25
）７
２
４
４

市
道
の
危
険
箇
所
を

発
見
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
市
道
上
に
で
き
た
陥
没
や
側
溝
の
ふ
た

の
破
損
で
、
自
動
車
な
ど
の
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

市
道
上
に
陥
没
や
危
険
箇
所
な
ど
を
発
見

し
た
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
陥
没
や
危
険
箇
所
な
ど
は
、
現
場
を
確

認
し
応
急
処
置
や
補
修
を
行
い
ま
す
。

問
土
木
課
管
理
係　
☎（
25
）７
２
４
１

市道の陥没

市道の破損

道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木
は

枝
切
り・伐
採
し
て
く
だ
さ
い

　
個
人
の
土
地
か
ら
は
み
出
し
て
い
る
樹

木
は
、
土
地
所
有
者
や
相
続
人
の
管
理
責

任
で
枝
切
り
・
伐
採
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
放
置
し
て
お
く
と
歩
行
者
や
車
の

通
行
支
障
、
事
故
の
原
因
と
な
り
、
管
理

責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

枝
切
り
や
伐
採
の
注
意　
電
線
や
電
話
線

が
あ
る
場
所
で
の
作
業
は
、
事
前
に
九
州

電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
や
車
両
、自
身
の
安
全
を
確
保
し
、

事
故
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
県
北
広
域
本
部
土
木
課
維
持
管
理
課

　
☎（
25
）２
１
６
７

　
土
木
課
管
理
係　
☎（
25
）７
２
４
１

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は

　
病
気
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
が
、
災

害
時
や
日
常
生
活
の
中
で
困
っ
た
と
き

に
、
周
囲
に
支
援
や
配
慮
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
の
カ
ー
ド
で
す
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら

▼
電
車
や
バ
ス
の
中
で
席
を
譲
る
▼
支
援

が
必
要
な
様
子
で
あ
れ
ば
「
何
か
お
困
り

で
す
か
」
と
声
を
か
け
る
▼
災
害
時
、
安

全
に
避
難
す
る
の
を
手
助
け
す
る
な
ど

　
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
と
あ
な
た
に
で

き
る
支
援
や
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

知
っ
て
い
ま
す
か

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

　
七
城
支
所
の
建
て
替
え
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
の
で
、
支
所
新
庁
舎
に
移
転
し
て

業
務
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
駐
車
場
整
備
な
ど
の
外
構
工

事
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
来
庁
さ
れ

る
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
庁
舎
業
務
開
始
日　
３
月
22
日
㈫

移
転
先
住
所　
〒
８
６
１
‐
１
３
９
４　

七
城
町
甲
佐
町
74
番
地
１

※
移
転
作
業
の
た
め
、
3
月
19
日
㈯
午
前

　
中
は
電
話
が
つ
な
が
り
ま
せ
ん

問
七
城
支
所
市
民
生
活
課

　
☎（
25
）１
０
０
０

七
城
支
所
庁
舎
が

移
転
し
ま
す

「
す
ま
い
の
再
建
」「
被
災
者
生

活
再
建
」の
申
請
期
限

　
熊
本
地
震
で
住
居
が
被
災
し
、
住
ま
い

を
再
建
す
る
世
帯
を
対
象
に
し
た
２
つ
の

支
援
事
業
の
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま

す
。
該
当
す
る
人
は
、
早
め
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

❶
す
ま
い
の
再
建
支
援
事
業　
▼
リ
バ
ー

ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
利
子
助
成
▼
自
宅
再
建
利

子
助
成
▼
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
助
成
▼
転

居
費
用
助
成
▼
公
営
住
宅
入
居
助
成

対
象
世
帯　
▼
み
な
し
仮
設
住
宅
に
入
居

し
て
い
た
世
帯
▼
住
家
全
壊
・
大
規
模
半

壊
の
罹
災
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
世
帯

▼
住
家
半
壊
の
罹
災
証
明
書
の
交
付
を
受

け
、
そ
の
住
宅
を
解
体
し
た
世
帯

申
請
期
限　
３
月
31
日
㈭

❷
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
（
加
算
支
援

金
）

対
象
世
帯　
▼
住
家
全
壊
・
大
規
模
半
壊

の
罹
災
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、
基
礎
支

援
金
を
受
給
し
た
世
帯
▼
住
家
半
壊
の
罹

災
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
住
宅
を

解
体
し
た
世
帯

申
請
期
限　
５
月
13
日
㈮

問
●申
福
祉
課
福
祉
係　
☎（
25
）７
２
１
３

飼
い
犬
の
登
録

　
犬
を
買
う
と
き
は
法
律
で
市
へ
の
登
録

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
役
所
環

境
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
窓
口
で

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射

　
法
律
で
年
に
1
回
の
予
防
接
種
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
春
と
秋
に

市
役
所
、
各
支
所
、
公
民
館
な
ど
で
集
合

注
射
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
春
の
集
合
注

射
の
場
所
や
日
程
は
、
広
報
５
月
号
に
掲

載
す
る
予
定
で
す
。
予
防
注
射
は
動
物
病

院
で
も
接
種
で
き
ま
す
。

問
環
境
課
環
境
政
策
係

　
☎（
25
）７
２
１
７

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
は
お
済
み
で
す
か

　
1
１
８
番
は
海
上
に
お
け
る
事
件
・
事

故
に
対
し
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る

た
め
の
海
上
保
安
庁
緊
急
通
報
用
電
話
番

号
で
す
。
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話
な
ど
か

ら
利
用
で
き
ま
す
。

聴
覚
や
発
話
に
障
が
い
が
あ
る
人
へ

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
た
入
力
操

作
に
よ
り
、
海
上
保
安
庁
へ
の
緊
急
時
の

通
報
が
可
能
と
な
る
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
８
」

を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
す
る
た
め
に
は
事
前
登
録
が
必
要

で
す
。「entry@

net118.jp

」
を
宛
先

に
入
力
し
て
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
、

メ
ー
ル
が
返
っ
て
き
ま
す
。
案
内
さ
れ
る

手
順
に
従
い
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
課

　
☎
０
９
９（
２
５
０
）９
８
０
０

海
で
何
か
あ
っ
た
ら

「
１
１
８
番
」

　
畜
産
業
に
お
い
て
は
、
家
畜
排
せ
つ
物

を
適
正
に
管
理
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

法
律
に
基
づ
き
、
次
の
事
項
を
遵
守
し
て

く
だ
さ
い
。
地
域
に
理
解
さ
れ
る
畜
産
経

営
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

遵
守
事
項　
▼
堆
肥
処
理
施
設
な
ど
の
床

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
整

備
し
、
堆
肥
の
周
り
を
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で

覆
い
、
壁
を
設
け
る
▼
堆
肥
化
処
理
施
設

な
ど
の
定
期
的
な
点
検
・
補
修
・
維
持
管

理
を
行
う
▼
家
畜
排
せ
つ
物
の
発
生
量
や

処
理
の
記
録
を
つ
け
る

　
畜
産
環
境
へ
の
苦
情
の
半
数
以
上
は
悪

家
畜
排
せ
つ
物
は

適
正
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
対

す
る
臨
時
特
別
給
付
金

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
対
し
て
、

１
世
帯
当
た
り
10
万
円
の
臨
時
特
別
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
世
帯（
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
）

❶
世
帯
全
員
の
令
和
3
年
度
の
住
民
税
均

　
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
（
令
和
3

　

年
12
月
10
日
時
点
）。
申
請
不
要
。
対

　
象
世
帯
へ
２
月
14
日
か
ら
確
認
書
を
送

　
付
し
て
い
ま
す
。必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

　
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
❶
の
世
帯

　
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

　
世
帯
。
要
申
請
。

※
❶
、
❷
い
ず
れ
も
住
民
税
課
税
者
の
扶

　
養
に
な
っ
て
い
る
人
の
み
で
構
成
さ
れ

　
る
世
帯
を
除
く

❸
令
和
3
年
1
月
1
日
～
12
月
10
日
の
間

　
に
離
婚
し
、
世
帯
全
員
の
令
和
3
年
度

　
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世

　
帯
（
令
和
3
年
12
月
10
日
時
点
）。

※
元
配
偶
者
に
よ
る
扶
養
に
な
っ
て
い
る

　
場
合
も
給
付
金
の
対
象
に
な
り
ま
す

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
人
へ

　
親
族
か
ら
の
暴
力
な
ど
を
理
由
に
避
難

し
、
市
内
に
住
所
が
な
い
人
で
も
、
要
件

に
該
当
す
れ
ば
、
申
し
出
に
よ
り
市
（
居

住
地
）
で
申
請
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

給
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
市
や
国
が
現
金
自
動
預
払
機（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、
給
付
の

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の
収
集

作
業
に
つ
い
て
の
お
願
い

　
ト
イ
レ
に
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

以
外
の
異
物
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

異
物
が
混
入
し
て
い
る
と
、
く
み
取
り
の

際
ホ
ー
ス
に
詰
ま
っ
た
り
、
し
尿
処
理
施

設
で
の
処
理
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
ま

募
集

課
程　
❶
准
看
護
科　
❷
看
護
科

募
集
人
員　
❶
40
人　
❷
10
人

修
業
年
限　
❶
2
年　
❷
3
年

願
書
受
付
期
限　
3
月
14
日
㈪

試
験
日　
３
月
19
日
㈯

発　
表　
３
月
23
日
㈬

問
●申
大
牟
田
医
師
会
看
護
専
門
学
校

　
☎
０
９
４
４（
52
）７
６
９
８ 

大
牟
田
医
師
会
看
護
専
門
学
校

受
験
者
募
集

た
め
に
手
数
料
の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

に
、
怪
し
い
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、

家
族
や
知
人
、警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
●申
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨

時
特
別
給
付
金
窓
口　

　
☎（
25
）１
２
９
７

臭
発
生
に
よ
る
も
の
で
す
。

・
畜
舎
か
ら
の
ふ
ん
尿
の
早
期
搬
出

・
畜
舎
内
外
の
清
掃

・
適
正
な
堆
肥
化
・
浄
化
処
理

・
農
地
で
の
散
布
後
の
速
や
か
な
耕
運

な
ど
の
対
策
を
取
り
、
悪
臭
が
発
生
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
政
課
畜
産
係　
☎（
25
）７
２
２
１

ペ
ッ
ト
か
ら
の
感
染
症
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

　

家
族
の
一
員
で
も
あ
る
ペ
ッ
ト
で
す

が
、
人
に
感
染
す
る
病
原
体
を
持
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
感
染
を
予
防
す

る
た
め
、
過
剰
な
ふ
れ
あ
い
は
控
え
ま
し

ょ
う
。
ペ
ッ
ト
に
寄
生
す
る
ノ
ミ
や
マ
ダ

ニ
を
介
し
た
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
ペ
ッ
ト

に
定
期
検
診
を
受
け
さ
せ
る
な
ど
、
日
常

の
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
が
あ
る
と
、

飼
い
方
や
病
気
の
予
防
に
関
す
る
相
談
が

で
き
、
安
心
で
す
。

問
菊
池
保
健
所　

　
☎（
25
）４
１
３
５

す
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
●申
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

　
☎（
25
）７
２
１
７

　
事
前
に
内
容
を
公
表
し
て
市
民
か
ら
意

見
を
募
集
し
、
出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し

て
政
策
の
意
思
決
定
を
行
う
手
続
き
「
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
を
募
集
し
ま
す
。

案
件　
菊
池
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

募
集
期
限　
３
月
11
日
㈮

閲
覧
場
所　
▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼
担
当

課
窓
口
▼
各
支
所
市
民
生
活
課
▼
中
央
・

七
城
・
旭
志
・
泗
水
公
民
館

応
募
方
法　
所
定
の
様
式
に
氏
名
（
団
体

の
場
合
は
団
体
名
と
代
表
者
名
）、
住
所
、

電
話
番
号
、
ご
意
見
な
ど
を
記
入
し
、
担

当
課
へ
持
参
す
る
か
、郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
２
３　
Ⓕ（
25
）１
１
２
３

　
Ⓜshoukan@

city.kikuchi.lg.jp

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

　
退
職
に
伴
い
社
会
保
険
の
資
格
を
喪
失

し
た
場
合
や
、
就
職
で
新
し
く
健
康
保
険

に
加
入
し
た
と
き
に
は
必
ず
届
出
が
必
要

で
す
。
健
康
保
険
の
切
り
替
え
は
自
動
的

に
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
変
更
が
あ
っ

た
ら
す
ぐ
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
国
保
の
保
険
証
を
使
用
し
た
場

合
、
不
当
利
得
と
な
り
、
市
か
ら
通
知
が

届
き
ま
す
。
必
ず
返
還
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

不
当
利
得
（
資
格
喪
失
後
の
受
診
）
が
発

生
す
る
例

▼
社
会
保
険
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
し
た

こ
と
に
よ
り
、
国
保
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
喪

失
し
た
▼
市
外
へ
転
出
し
た
が
、
転
出
先

の
市
区
町
村
か
ら
保
険
証
を
受
け
る
前
に

菊
池
市
国
保
の
保
険
証
を
使
っ
た
な
ど

問
●申
健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
支
所
市
民
生
活
課

国
保
資
格
取
得
・
喪
失
手
続
き

は
必
ず
届
け
出
ま
し
ょ
う

　
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
登
録
さ
れ
て
い

る
軽
自
動
車（
50
㏄
な
ど
の
バ
イ
ク
・
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
農
耕
用
車
両
も
含
む
）に
、

そ
の
年
の
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
現
在
、
車
両
が
無
く
使
用
し
て
い
な

く
て
も
、
廃
車
手
続
き
を
し
て
い
な
い
と

課
税
さ
れ
ま
す
。
も
し
そ
の
よ
う
な
車
両

が
あ
れ
ば
、
速
や
か
に
廃
車
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
は
変
更
登
録
の

手
続
き
を
、
自
動
車
の
所
有
者
の
名
義
が

軽
自
動
車
の
廃
車・変
更・移
転

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

変
わ
っ
た
場
合
は
移
転
登
録
の
手
続
き

を
、
15
日
以
内
に
す
る
よ
う
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
怠
る
と
罰

金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
軽
三・四
輪
車
に
つ
い
て

　
熊
本
県
軽
自
動
車
協
会

　
☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
７
５
８

問
軽
二
輪
・
自
動
二
輪
車
に
つ
い
て

　
九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支
局

　
☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
８
６

問�

50
～
１
２
５
㏄
バ
イ
ク
、
農
耕
作
業
用

車
、
ミ
ニ
カ
ー
に
つ
い
て

　
税
務
課
市
民
税
係　

　
☎（
25
）７
２
０
６
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
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相
談

講
演
・
講
習

イ
ベ
ン
ト

　

県
立
装
飾
古
墳
館
と
歴
史
公
園
鞠
智

城
・
温
故
創
生
館
に
よ
る
歴
史
講
座
で
す
。

文
化
財
専
門
員
に
よ
る
最
新
の
研
究
調
査

の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
文
化
財
保
護
を
振
り
返
る
―
発
掘

調
査
、
遺
跡
か
ら
学
ん
だ
こ
と
―
」
で
す
。

要
予
約
。

と　
き　
３
月
13
日
㈰

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

と
こ
ろ　
県
立
装
飾
古
墳
館
（
山
鹿
市
鹿

央
町
岩
原
3
0
8
5
）

定　
員　
50
人
（
先
着
順
）

問
●申
県
立
装
飾
古
墳
館

　
☎（
36
）２
１
５
１

　
鞠
智
城
の
歴
史
を
考
古
学
や
文
献
史
学

の
若
手
研
究
者
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
研
究

分
野
か
ら
解
き
明
か
し
ま
す
。
要
予
約
。

と　
き　
３
月
20
日
㈰

　
　
　
　
午
後
1
時
～
４
時
45
分

と
こ
ろ　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

10
階
パ
レ
ア
ホ
ー
ル
（
熊
本
市
中
央
区
手

取
本
町
８
‐
９
）

定　
員　
２
７
０
人
（
先
着
順
）

問
●申
県
立
装
飾
古
墳
館

　
☎（
36
）２
１
５
１

鞠
智
城
跡「
特
別
研
究
」

成
果
報
告
会

　
夫
や
妻
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の
暴
力
や

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
、

そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差
別
や
嫌
が

ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相
談
（
今
月

は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）を
受
け
ま
す
。要
予
約
。

と　
き　
3
月
16
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
相
談
室
15

問
●申
人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

　
困
り
事
や
心
配
事
な
ど
、
介
護
を
し
て

い
る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
り
合
え
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
忙
し
い
毎

日
の
息
抜
き
の
時
間
と
し
て
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
要
予
約
。

と　
き　
３
月
23
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

　
平
日
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
金
融
機
関
な

ど
に
市
税
を
納
め
に
行
く
時
間
が
な
い
人

や
、
市
税
の
納
付
に
つ
い
て
相
談
が
あ
る

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

ひ
き
こ
も
り
相
談

　
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
電
話
・
来
所
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
来
所
相
談
時
は
要
事
前
予
約
。

対
象
者　
県
内（
熊
本
市
除
く
）在
住
の
ひ

き
こ
も
り
で
お
悩
み
の
18
歳
以
上
の
本
人

お
よ
び
家
族　

受
付
日
・
時
間　
毎
週
㈪
㈫
㈭
（
㈷
・
年

末
年
始
除
く
）　

午
前
9
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
3
時

と
こ
ろ　
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ゆ
る
こ
こ（
熊
本
市
東
区
月
出
3

丁
目
１
‐
１
２
０
）

問
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
・

ゆ
る
こ
こ（
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
０
９
６（
３
８
６
）１
１
７
７

募集種目 資　格 受付期間 試験期日 合格発表

幹
部
候
補
生

一般

【大卒程度試験】
22歳以上26歳未満 の 人（20歳
以上22歳未満の人は大卒 ( 見込
含 )、修士課程修了者など（見込
含）は28歳未満の人）

３月１日㈫

～

４月14日㈭

（１次）４月23日㈯・24日㈰
（２次）５月27日㈮～6月2日㈭
（３次）海・空飛行要員のみ
（海）６月23日㈭～27日㈪
（空）７月16日㈯～８月4日㈭

（１次）５月20日㈮
（２次）海・空飛行要
員のみ

（海）６月16日㈭
（空）６月20日㈪
（最終）
（陸）７月８日㈮
（海）7月15日㈮
（空）８月26日㈮

【院卒者試験】
修士課程修了者など（見込含）で
20歳以上28歳未満の人

歯科
・

薬剤科

専門の大卒（見込含）20歳以上３０
歳未満の人（薬剤科は20歳以上
28歳未満の人）

（１次）4月23日㈯
（２次）５月27日㈮～6月2日㈭

（１次）５月20日㈮
（最終）
（陸）7月8日㈮
（海・空）７月15日㈮

 医科・歯科
幹部  医師・歯科医師の免許取得者

2月1日㈫
～

6月10日㈮
6月24日㈮ 7月29日㈮

技術海上幹部 
技術航空幹部

大卒以上で、応募資格に定められ
た学部・専攻学科等を卒業後、2
年以上の業務経験のある人 3月1日㈫

～
5月20日㈮

6月20日㈪

7月29日㈮

技術海曹 
技術空曹

20歳以上で国家免許資格取得者
など 6月17日㈮

 一般曹
候補生

18歳以上33歳未満の人(32歳の
人は、採用予定月の末日現在、33
歳未満の人)

3月1日㈫

～

5月10日㈫

（1次）５月20日㈮～29日㈰
（2次）6月17日㈮～7月3日㈰

（1次）6月10日㈮
（最終）7月22日㈮

自衛官候補生

18歳以上33歳未満の人(32歳の
人は、採用予定月の１日から起算
して３月に達する日の翌月の末日
現在、33歳未満の人)

随時 受付時にお知らせします 試験時に
お知らせします

令和４年度自衛官等募集 問●申申自衛隊熊本地方協力本部菊池分駐所 ☎（24）2772

装
飾
古
墳
館・菊
文
研
講
座

と　
き　
５
月
15
日
㈰　
午
後
２
時
開
演

と
こ
ろ　
泗
水
ホ
ー
ル

入
場
料　
一
般
２
千
円
、
高
校
生
以
下
千

円
（
当
日
は
各
５
０
０
円
増
し
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
場
所　
菊
池
市
文
化
会
館

他
市
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

問
菊
池
市
文
化
会
館　
☎（
24
）１
１
０
１

菊
池
市
市
民
会
館
自
主
事
業

三さ
ん

遊ゆ
う

亭て
い

好こ
う

楽ら
く　
落
語
会

　
道
に
関
す
る
モ
チ
ー
フ
を
描
い
た
も
の

を
中
心
に
、
4
人
の
作
家
に
よ
る
絵
画
を

を
展
示
し
ま
す
。

展
示
絵
画
作
家　
▼
大お

お

塚つ
か

耕こ
う

二じ

（
油
彩
画

菊
池
市
所
蔵
絵
画
展

　
聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
の
生
活
や
社

会
環
境
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
意
思
疎
通
支
援
を
担
う
手
話
奉
仕
員
の

養
成
講
座
を
行
い
ま
す
。
手
話
を
学
び
な

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
要
予
約
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
３
月
22
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
3
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

も
の
忘
れ
相
談
会

人
の
た
め
に
、
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と　
き　
３
月
25
日
㈮
～
31
日
㈭

　
　
　
　
～
午
後
８
時 

※
㈯
㈰
除
く

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
税
務
課
徴
税
係

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

が
ら
交
流
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期　
間　
４
月
６
日
㈬
～
令
和
5
年
３
月

29
日
㈬
の
毎
週
㈬　
午
後
７
時
～
９
時　

会　
場　
合
志
市
栄
市
民
セ
ン
タ
ー
み
ど

り
館
（
合
志
市
栄
２
３
７
１
番
地
）

受
講
料　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
料
7
６
０
０
円
（
予
定
）
が

　
必
要

受
講
資
格　
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力

を
持
ち
、
手
話
通
訳
活
動
が
で
き
る
人

申
込
期
間　
４
月
６
日
㈬
～
５
月
18
日
㈬

問
●申（
一
財
）
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

　
☎
０
９
６　（
３
８
３
）５
５
８
７

家
）
▼
坂さ

か

田た

憲の
り

雄お

（
油
彩
画
家
）
▼
片か

た

瀬せ

弘ひ
ろ
し（
水
彩
画
家
）▼
井い

堂ど
う

雅ま
さ

夫お（
木
版
画
家
）

期　
間　
～
3
月
11
日
㈮

と
こ
ろ　
旭
志
支
所
ロ
ビ
ー

問
生
涯
学
習
課 　
☎（
25
）７
２
３
２

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
実
走
大
会
を
中
止
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
変
更
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
大
会
へ
申
し
込
み
を
し

て
い
る
人
に
は
、
メ
ー
ル
で
詳
細
を
連
絡

し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
社
会
体
育
課
社
会
体
育
係

　
☎（
25
）７
２
３
４

【
中
止
】 

第
67
回
熊
日

菊
池
桜
マ
ラ
ソ
ン
大
会

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。
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３月末で３人の隊員が３年間の任期を終え卒業します。３年間の思い

出やこれからの活動についてお伝えします。

【問い合わせ先】 企画振興課 ☎０９６８（25）７２５０

里山文化クリエーター

ブランド推進マネージャー

地域健康プランナー

木
き

内
うち

香
か

織
おり

さん

江
え

上
がみ

法
のり

人
と

さん

森
もり

田
た

雅
まさ

史
ふみ

さん
３年間の活動内容
電気炉でガラスを溶かす技法

「ガラスフュージング」を使い、
市民の交流の場「キャンディーくらぶ」や、里山の植
物を使い、食や生活を彩る「てしごときくち」を展開

３年間の活動内容
キクイモの栽培や収穫、保存、
新規加工品の試作など

３年間の活動内容
合気道を通じた姿勢や体の使
い方、呼吸法などの講座を開催

―３年間で一番の思い出や印象に残っていることは？
市民の方に「あなた自身が菊池を楽しんでくれるこ
とが一番うれしいことよ」と言ってもらったことです。
―卒業後の活動は？　ガラス
フュージングの工房＆教室を
菊池でスタートします。里山
の植物を交えた創作活動も実
施していきたいです。
―市民にひとこと　温かく受
け入れてもらい、一緒に笑っ
たり、汗を流したりしたことす
べてがかけがえのない思い出
です。ありがとうございました。

―３年間で一番の思い出や印象に残っていることは？
初の講座時は、緊張して足が震えていたんです。そ
れでも「また来てください」と受講生の方に言ってい
ただいて、本当にうれしかったです。
― 卒業後の活動は？　起業し、平
日の午前は高齢者向けの運動やウ
オーキング講座、夜と土日は社会
人・親子向け講座を実施予定です。
―市民にひとこと　「合気道の精
神を広めたい」との思いだけで、指
導経験もない中からのスタートで
したが、皆さんに支えられ3年間を
過ごすことができました。今後も皆
さんの健康にお力添えできればと
思いますので、よろしくお願いします。

―３年間で一番の思い出や印象に残っていることは？
菊池農業高校と実験栽培を行ったり、市民の皆さんと

「菊芋味噌麹」の商品開発に携わったりと、たくさん
の人と関わることができ、うれしく思います。
―卒業後の活動は？　着任前からの経営指導業を
再開しつつ、6次化事業を行います。九州大学と連
携したキクイモの地上部活用の取り組みも継続し、
中山間地の課題対応にも
挑戦していきたいです。
― 市民にひとこと　キク
イモの長期保存や促成栽
培などさまざまな取り組み
を実施・実現することがで
き、感謝しています。ご協
力ありがとうございました。

　卒業生３人と２年目の古
こ

閑
が

恵
けい

子
こ

さん、合計４人の隊
員が今年度の活動報告をします。各隊員がどのよう
な仕事をしているかを知る良い機会です。参加希望
の人は企画振興課までお申し込みください。

地域おこし協力隊の
活動報告会を開催します！

３月28日㈪ 午後６時30分～８時
中央公民館大研修室及び視聴覚室

【申し込み先】 企画振興課
☎０９６８（25）７２５０　メール：kikaku@city.kikuchi.lg.jp 

と　き
ところ

オンラインでも参加可能！

フェイスブックでも活動報告しています！
←フェイスブック 二次元コード

菊池市  協力隊

なかなか目にするこ
とのないゴボウの花
を農家さんが咲かせ
てくださり、皆さんに
見せることができ、う
れしかったです

皆さんから野菜
や手料理などを
毎日のようにい
ただき、心も体
も菊池に育てて
いただきました

通常11月～2月収穫 の
キクイモを栽培実験で9
月下旬に収穫できたこと
は、うれしい成果でした！

ぜひ、お越しください！

市民の広場
※�市民の広場は市民が投稿するコーナーです。

行政情報ではありません。不明な点は各問
い合わせ先へご連絡ください

※�投稿を希望する人は、市ホームページの申込
フォームでの申し込み、または申込書を直接、
市長公室広報交流係へ提出してください

　【申込期間】掲載希望月の前月の1日～10日

掲載申込
フォーム⇒

　菊池公園でニュウナイスズメやイカルなど、春の鳥を
一緒に探しませんか。双眼鏡準備のため要事前連絡。
と　き　3月21日㈪㈷　午前9時～
ところ　菊池公園入口駐車場
参加費　100円／人（歩きやすい服装、マスク着用）
日本野鳥の会熊本県支部・野鳥写真展も開催します。
と　き　３月15日㈫～24日㈭　※毎週㈪は休館日
ところ　生涯学習センター2階中央公民館展示スペース
問●申安

あん

藤
どう

　☎０９０（４５８５）６２１0

菊池公園探鳥会＆野鳥写真展

　そのうち考えようと先延ばしになりがちな相続の事。
どんな準備をしておけばいいか、親子間でどうやって話
を切り出せばいいのか。実家の相続を考える上で絶対に
押さえておきたいポイントを凝縮してお伝えします。
と　き　3月１９日㈯　午前10時～正午
ところ　コーエイ株式会社（野間口338－１）
参加費　無料
問●申コーエイ株式会社　平

ひら

川
かわ

　☎0９６８（２３）７１00

これだけは知っておきたい実家の相続

　菊池氏発祥の地、深川で、静かな朝のひと
時を楽しむ朝ごはん会です。安心安全な食
材を使って、一緒に朝ごはんを食べませんか。
と　き　4月3日㈰　午前8時～10時
ところ　菊之池公民館そば
　　　　※雨天時は菊池みらいベース（深川51）
参加費　無料（準備、片付けなどの協力をお願いします）
持参品　マスク、マイ箸、マイお茶碗、マイ汁椀
協　賛　㈱ヴィネット（菊池みらいベース）、うぶとも
問●申（一社）タンカルム　山

やま

口
ぐち

　☎0８0（１７７５）１６４２

きくち・深川の朝ごはん会

　スクエア・ステップ運動と正しい姿勢・歩行運動で若返
り、健康になりませんか。スクエアステップ協会公認指
導員が正しい姿勢、ウオーキング、エクササイズを教え
ます。認知症を避けて、一緒に楽しく元気になりましょう。
と　き　第2・４㈬（月2回）　午後1時～3時
ところ　七城公民館和室
参加費　１回１，０００円／人（空調費別）
持参品　運動しやすい服装、マスク、タオル、飲料水
問●申山

やま

田
だ

　☎0９０（１５１５）８０３５
Ⓗhttps://yamada-balance.amebaownd.com

認知症予防に
スクエア・ステップ健康倶楽部

申込フォーム

※二次元コードの読み取りがうまくできない時は、上下の二次元コードを隠して再度読み取ってください

　　　　　菊池の情報発信

公式YouTubeチャンネル「癒しの里 菊池 Kikuchi city」

公式ツイッター「@Kikuchi_city」

公式インスタグラム「@kikuchicity」

イベントや祭りのほか、プロモーションビ
デオや動画コンテストの作品など、さまざ
まな動画をアップしています。

菊池のイベント情報やニュースを手軽に確
認できます。

絶景だけでなく、街に隠れる意外な見どこ
ろなど、写真で伝えたい菊池の魅力を紹介
しています。

公式フェイスブック「癒しの里 菊池」

祭りやイベント、旬な情報など、タイムリー
なニュースを紹介しています。

問い合わせ先　市長公室広報交流係 ☎0968（25）7252

きくち防災・行政ナビ（スマートフォン・タブレット端末専用アプリ）

マチイロ（スマートフォン専用アプリ）

防災無線や個別受信機からの情報を確認
できます。火災情報や学校からのお知ら
せも配信している無料アプリです。

「広報きくち」をいつでもどこでも読むこと
ができる無料アプリです。

もっと健康！ げんき！ アップくまもと（スマートフォン専用アプリ）

歩数や健康状態の記録、健診受診などで
ポイントを獲得し、プレゼントに応募しよう。
健康づくり活動を応援する無料アプリです。

菊池市ごみ分別（スマートフォン・タブレット端末専用アプリ）
家庭ごみの分け方や出し方、ごみ収集日な
どを、スマートフォンやタブレット端末で検
索できる無料アプリです。
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

市内３高校の魅力を伝えます！

　菊池飛行場の元少年飛行兵で「花房（菊池）飛行
場の戦争遺産を未来につたえる会」の前

まえ

田
だ

佑
ゆう

助
すけ

さん
（戸崎出身）を招き、平和講話を実施。飛行場での
空襲時の話や戦争の悲惨さについて話を聞きまし
た。前田さんは「自分が生きている限り、戦争を知
らない世代に平和の尊さを伝えたい」と語りました。

12月23日
池飛行場の元少年兵に平和を学ぶ菊

七城小学校

　コロナ禍により活動が制限される中、本校では「子
どもたちの学びの歩みを止めない取り組み」を行っ
ています。18日はさかもと八竜天文台の学芸員を
招き、移動式プラネタリウムによる天体学習を実施。
25日のことば集会は、リモートで開催しました。今
後も学びを止めないよう、力を注いでいきます。

1月18日・25日
びの歩みを止めないために学

戸崎小学校

　本校の4年生は、日頃から地域防災について学び
を深めています。今回は地域学校協働活動の一環
として、校区の防災士の皆さんに地域防災につい
て話を聞きました。防災グッズの説明に児童は興味
津々。防災士の活動や地域への思いに触れ、児童
は有意義な学びの時間を過ごすことができました。

9月21日・27～28日
災士に学ぶ地域防災防

隈府小学校

vol.91

児童らは前田さんの思いを真剣に受け止め、「戦争の悲惨さや命
の尊さを後世に伝えたい」と話しました

プラネタリウム初体験の児童は投影された星空に感動していました。
ことば集会では１年生が「お気に入りのおはなし」を発表しました

地域のために活動する防災士に感謝の気持ちを抱き、「将来、防災
士の試験を受けてみたい」と話す児童もいました

自 信がつ
くま で

何度 も 面接
の練習をして
入社試験に臨

みました。目の前の仕事
に一生懸命取り組み、立
派な社会人になりたいと
思っています。

イベ ント
やボ ラ

ンティア活動
でたくさんの
人と出会 い、

挑戦できた３年間でした。
進学後は建築関係の資格
取得に励み、インテリアプ
ランナーを目指します。

大 学に入
学後は、

国際的 な 視
野を持つため
に、積極的に

異文化交流をしたいと思っ
ています。さまざまな地
域の人と関わり、成長して
いきたいです。

生 徒会長
として

全校生徒や地
域 の 人 の 笑
顔・安心・交流

を意識し活動しました。剣
道の経験を生かし、子ども
たちにも笑顔と夢を与え
られる教師を目指します。

患 者さん
に近い

距離で社会復
帰に向けて支
援ができる作

業療法士の仕事に惹かれま
した。相手を思いやる心を
忘れず、心と体の痛みに寄
り添える人になりたいです。

部 活動に
打ち込

み、充実した
３年間でした。
大好きなバイ

クに携われることに感謝
を忘れず、質のいい製品
を提供できるよう励んで
いきます。

ここ ろ と
か ら だ

の授業を通し、
精神保健に興
味を持ちまし

た。将来は更生援助職を
目指します。３年間取り組
んだ菊池千本槍の思い出
は私の大切な宝です。

これまで、
さ ま ざ

まな検定で１
つでも多くの
資格を取得で

きるように努めてきました。
１日も早く仕事を覚え、立
派な警察事務官になれる
よう頑張ります。

今月は３校の卒業生の声を
お伝えします

問い合わせ先 菊池農業高校
☎0968（38）2621

菊池女子高校
☎0968（25）3032

菊池高校
☎0968（25）3175

努力の汗を流し、夢を実現する菊池高校

We can make our own future ー未来は自分でつくるー

▶進学先  熊本市医師会看
護専門学校医療専門課程

▶進学先
名桜大学

高 校から
始めた

バトントワー
リングを通し
て地域の人と

交流し、たくさん応援して
いただきました。看護の
道に進み、誰かの力になる
ことでお返しがしたいです。

合 格を勝
ち取る

ため、毎日早
朝から放課後
遅くまで、小

論文と面接の練習を行い
ました。卒業後は将来の
夢に向かってさまざまな
経験をしたいです。

普通科３年

普通科３年

迫
はざま

　萌
もえ

郁
か

さん

倉
くら

本
もと

すず華
か

さん

▶進学先  西日本工業大
学デザイン学部建築学科

▶進学先
熊本県立大学

普通科３年

普通科３年

中
なか

村
むら

美
み

月
づき

さん

ルブラン クリストフさん

▶進学先  福岡教育大学
中等教育教員養成課程

▶就職先
リバテープ製薬株式会社

普通科３年

普通科３年

小
お

場
ば

佐
さ

一
いち

花
か

さん

古
ふる

田
た

ゆりあさん

▶就職先 熊本総合医療
リハビリテーション学院

▶就職先　
本田技研工業株式会社

社会福祉科３年

商業科３年

佐
さ

渡
わたり

菜
な

名
な

さん

志
し

水
みず

　響
ひびき

さん

▶進学先 筑紫女学園大
学人間科学部人間科学科

▶就職先
熊本県警 警察事務

社会福祉科３年

商業科３年

丸
まる

山
やま

遥
はる

叶
か

さん

髙
たか

木
き

　稜
りょう

さん

菊池北中学校
国の中学生とオンラインで交流韓 12月10日

　英語によるコミュニケーション力を高め、グロー
バルな人材を育成する目的で、市の友好都市・韓国
金
キム

堤
ジェ

市
シ

の中学生とオンライン交流を行いました。最
初はお互い緊張した雰囲気でしたが、グループワー
クを通してアニメや映画、音楽など共通の話題で盛
り上がり、異文化に触れる貴重な時間となりました。

市の金
キム

相
サン

廷
ジョン

国際観光マネージ
ャー（写真左上・㊨）が交流をサ
ポート。生徒は「いろんな話が
できてとても楽しかった」と話
しました。

泗水中学校
業でICT（情報通信技術）を活用授 12月2日～

大画面の電子黒板や一人一台タブレット型パソコンなど、ICT（情
報通信技術）を活用した授業を進めています

　本校は全教室に液晶型電子黒板を導入。大画面
やタッチパネルなどの特徴を生かし、資料の説明に
使用しています。また、タブレット型パソコンを活用
し、美術の作品制作時にタブレットで撮影した写真
を参考にしたり、理科では植物の成長を記録したり
とさまざまな教科でICTを取り入れています。

感動、感謝、思いやり、夢を育み未来を創る菊農生
～ あらゆる可能性を見つめ一歩前へ ～

▶進学先　鹿児島大学
農学部農業生産科学科

農 業鑑定
競技の

学習を通して
農 学 に 興 味
を持ちました。

大学では害虫や天敵につ
いて学びます。日本の農
業に貢献できる人材にな
れるよう勉学に励みます。

農業科３年
吉
よし

野
の

優
ゆう

斗
と

さん
▶進学先　西日本短期
大学緑地環境学科

授 業でフ
ラワー

アレンジメン
トを学んだ際、
草花の活用法

に興味を持ち、進学を決
めました。さらに学びを深
めて、多くの人に草花の魅
力を伝えていきたいです。

園芸科３年
佐

さ

藤
とう

恵
めぐ

美
み

さん
▶進学先　早稲田大学
社会科学部社会科学科

多くの先
生や仲

間に支えられ
た３年間。食
や命の大切さ

を学びました。後輩のみ
んなへ。今は将来訪れる
決断の練習をする時です。
失敗を恐れず走ろう！！

畜産科学科３年
辻
つじ

　そらさん
▶進学先 熊本県立大学環
境共生学部環境共生学科

食 品製造
や微生

物利用を通し
て、資源有効
利用の大切さ

を学び、環境について興味
を持ちました。将来、農業
高校の教師になる夢に向
かって勉学に励みます。

食品化学科３年
丹
たん

　秀
ひで

晃
あき

さん
▶就職先
株式会社湖池屋

勉 学や資
格取得

などに励 み、
有意義 な 学
校生活を送る

ことができました。今後も
新社会人として気を緩めず、
社会に貢献できる人材に
なれるよう精進します。

生活文化科３年
山
やま

本
もと

綾
あや

音
ね

さん
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ベンチは、市ふるさと創生市民広場、市総合体育館に各2基、道の駅
七城メロンドーム、道の駅旭志、憩いの森公園、泗水孔子公園に各1
基の計8基を設置しました

　宮
みや

本
もと

カヲルさんからの寄附金で災害対応かまどベンチを
市内6カ所に設置しました。ベンチ内にはかまどが内蔵され、
災害時には炊き出しが可能です。避難所用パーテーション
や積載用パレットなどの防災備品も整備しました。

災害対応かまどベンチや防災備品を整備
12月17日　寄付金を防災に役立てる

㊧から中原松月堂店主の中
なか

原
はら

大
だい

松
まつ

さん（北原）、県商工会連合会会長
の笠

りゅう

愛
あい

一
いち

郎
ろう

さん（生
おう

味
み

）、斉藤製茶園園主の斉
さい

藤
とう

敏
とし

春
はる

さん（小原）

　県商工会連合会主催の「肥後もっこすのうまかもんグラ
ンプリ2021」で市内企業の商品が入賞し、斉藤製茶園と㈲
中原松月堂はベストセレクションを獲得。本企画は地域資源
を生かした逸品の発掘と販路開拓支援を目指しています。

“うまかもん”に市内企業が複数入賞
12月22日　肥後もっこすのうまかもんグランプリ

明
みょう

瀬
せ

公
こう

一
いち

さん㊧、下
しも

川
かわ

政
まさ

幸
ゆき

区長の妻・珠
たま

美
み

さん㊥、今
いま

坂
さか

英
えい

樹
き

副区長
㊨は、「地域をもっと活性化していきたい」と話しました

　宝くじの受託事業収入を財源に行うコミュニティ助成事業
により、立石区の公民館活動の備品が整備されました。夏祭
りや集会などの行事におけるコミュニティ活動の活性化によ
り、地域住民の融和が期待されます。

立石区の公民館活動備品を整備
12月20日　宝くじ助成事業

生徒らは体の不自由な人が生活する上で不便に感じる部分などを提
案しました

　菊池南中学校が市教育委員会へ校舎の大規模改修に向
けた要望書を提出。老朽化のため令和5年から改修工事を
目指しています。より良い学校にするため、人権啓発に取り
組む生徒会のハートフル委員会から提出されました。

校舎大規模改修に向けた要望書を提出
12月24日　菊池南中学校

母の理
り

恵
え

さん㊨と訪れた侑史さんは「チームに貢献できるよう、点を
取りたい」と語りました。県選抜はベスト4の成績を収めました

　昨年12月開催の「JOCジュニアオリンピックカップ 第35
回全国都道府県対抗中学バレーボール大会」に出場した菊
池南中2年の松山侑史さんが、大会前に市役所を表敬訪問
しました。県選抜メンバーとして本大会に挑みました。

菊池南中学校の松
まつ

山
やま

侑
ゆう

史
し

さんが出場
12月21日  第35回全国都道府県対抗中学バレー

祖父の利
とし

秀
ひで

さん（㊧から3番目）は、「孫の活躍を機に菊池のスポーツ
界がさらに盛り上がってくれるとうれしい」と話しました

　北原区出身の田中湧士さん（日本大学4年）が、昨年12月
開催の「第75回全日本総合バドミントン選手権大会」の男子
シングルスで優勝し、市役所を表敬訪問しました。湧士さん
は決勝で逆転勝利。5年ぶりに大学生王者が誕生しました。

田
た

中
なか

湧
ゆう

士
し

さんが全日本総合で優勝
1月4日　第75回全日本総合バドミントン選手権

テーマである「未来の社会と自分について考える」の通り、生徒たち
は未来の社会に自身がどう関わっていくかスピーチしました

　未来のリーダーを育てる目的で昨年8月に開催された「プ
ラチナ未来人財育成塾 @オンライン」に参加した市の代表
生徒8人が生涯学習センターで報告会を行いました。著名
な講師の講演を聞き、それぞれの考えを発表しました。

未来を見据え中学生が報告会を実施
12月23日　プラチナ未来人財育成塾

九州柳河精機㈱管理部の森
もり

浩
ひろ

高
たか

次長㊨と田
た

尻
じり

雅
まさ

浩
ひろ

部長（㊨から２番
目）は「行政サービスの向上のために活用してほしい」と語りました

　地域貢献の一環として九州柳河精機㈱（安
やす

田
だ

八
や

洋
ひろ

代表取
締役社長）が市に発電機を寄贈しました。寄贈された発電
機は市ふるさと創生市民広場内に設置し、大切に活用して
いきます。

九州柳河精機㈱が発電機を寄贈
12月21日　行政サービスに役立てて

キャプテンの大
おお

塚
つか

優
ゆう

瞳
ひ

さんは「感謝の気持ちを込めて、清掃しました」
と話しました。同チームはやまびこグラウンドで週4回練習しています

　フレッシュ熊本野球クラブの中学生21人が菊池公園一帯
と隈府の商店街でごみ拾いを実施。毎年、きくち夏まつり後
にごみ拾いをしていますが、一昨年と昨年は夏まつりが中止
となったため、年末に清掃活動を行っています。

感謝の気持ちを込めて清掃活動を実施
12月25日　フレッシュ熊本野球クラブ

菊池ひかり保育園の立
たて

山
やま

博
ひろ

美
み

先生は「コロナで手洗いやうがいの回数
を増やし、タオルも頻繁に換えるので非常にありがたい」と話しました

　森北工業団地内に工場を立地する倉敷紡績㈱熊本事業
所が、自社技術を用いた抗菌・抗ウイルス加工タオルハンカ
チを市へ寄贈。地域貢献・地域活性化の一環として、市内保
育所を代表し、菊池ひかり保育園で贈呈式を行いました。

市内保育所にタオルハンカチを寄贈
12月22日　倉敷紡績㈱熊本事業所

研修会は生徒自らが各種報道機関へ連絡を取り研修会をPR。観光
や食などについて、幅広い視点からアイデアを出し合いました

　中学生リーダー研修会が旭志公民館で行われ、旭志中学
校の生徒約30人が参加。S

エスディージーズ

DGsやこれからの生き方につい
て熊本市教育委員会や元菊池警察署長などの話を聞き、旭
志の活性化を考えるワークショップを実施しました。

旭志中が中学生リーダー研修会を実施
1月5日　旭志をさらに盛り上げるために

今年は奉剣、御幣、地固の舞の3座が奉納され、拝殿内で観覧でき
るため、迫力のある勇壮な舞を至近距離で見ることができました

　稗方菅原神社（市指定無形民俗文化財）で神楽を奉納。稗
方神楽は五穀豊穣、無病息災、家内安全を祈願し、150年以
上前から途絶えることなく伝承されています。現在は4・10
月に菊池神社で、12月に稗方菅原神社で奉納されています。

稗
ひえ

方
がた

神楽が奉納されました
12月19日　五穀豊穣・無病息災・家内安全を祈願

31 302022 March広報きくち2022 March広報きくち



※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※��イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市のPRのために
撮影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

神楽の最後、「鬼神の舞」では、観客が竹の先の御幣を無病息災のお
守りにするために懸命に奪い合っていました

　穴川の菅原神社で、穴川夜神楽（市指定無形民俗文化財）
が行われました。穴川夜神楽保存会は約20人が在籍。最年
少は高校2年生で、懸命に練習に励んできました。お祓いや
玉串奉納の後、10座全ての舞が無事に奉納されました。

鬼
き

神
じん

が登場する穴川夜神楽が奉納
1月5日　300年以上前から伝わる伝統行事

中央公民館で開催された座談会には菊
池農業高校と菊池高校の生徒も参加。
一般公開前の同牧場でエミューや数日
前に生まれたひなの見学もしました

　熊本県菊池エミュー観光牧場㈱（㈱山口油屋福太郎と日
本食品㈱の合弁会社）が昨年、市と締結した包括連携協定と
して、「九州エミュー座談会 in 菊池」を開催。専門家らを交
え、エミュー飼育の現状や今後について意見交換をしました。

九州エミュー座談会が開催されました
1月14日　熊本県菊池エミュー観光牧場㈱

宮本さん㊧は熊本県推進委員会委員長（県知事）表彰、西岡さん㊨
は熊本保護観察所長賞表彰に選ばれました

　「第71回“社会を明るくする運動”熊本県作文コンテスト」
の表彰式が熊本市で開催されました。市内からは泗水東小
学校6年の宮

みや

本
もと

千
ち

春
はる

さんと、菊之池小学校6年の西
にし

岡
おか

優
ゆう

雅
が

さんが受賞しました。

市内の小学生2人が受賞

宮本さん㊥は、「今後も小中学生に薬物乱用防止教室を開催し、た
ばこの害や薬物乱用の怖さについて話していきたい」と語りました

　薬剤師の宮本龍彦さんが厚生労働省医薬・生活衛生局長
表彰を受賞し、菊池郡市薬剤師会の碇

じょう

野
の

孝
たか

之
ゆき

会長と共に、
報告のため市役所を訪問。宮本さんは、長年、薬物乱用防
止や青少年育成活動に積極的に携わってきました。

フラワー薬局の宮
みや

本
もと

龍
たつ

彦
ひこ

さんが受賞
1月17日　厚生労働省医薬・生活衛生局長表彰

吉田さん親子は「いつも図書館で楽しいひと時を親子で過ごさせて
もらい、良い記念になった」と笑顔で話しました

　平成29年11月25日に開館した中央図書館の来館者が
50万人を突破。吉

よし

田
だ

美
み

和
わ

さん、成
せい

吾
ご

さん親子（東原団地）に
50万人目の来館者として、認定書と旭志牛が記念品として
授与されました。

中央図書館の来館者が50万人を突破
1月11日　開館から4年が経過

熊本酪農業協同組合の衛
え

藤
とう

彰
しょう

一
いち

組合長㊨は、「牛乳を多くの人に飲
んでほしい」と話しました

　熊本酪農業協同組合が、新型コロナウイルス感染拡大の
影響により落ち込んだ牛乳の消費拡大に向けた取り組みの
一環として、牛乳パック（250mL）1,200個を市へ贈呈しま
した。牛乳は市内で開催されたイベントで配布しました。

消費拡大のため牛乳を市へ贈呈
1月7日　熊本酪農業協同組合

米
よね

村
むら

史
ふみ

博
ひろ

代表（前列㊧から２番目）は「活動を評価していただき、会員
一同喜んでいます。さらに活動の幅を広げていきたい」と話しました

　「紙芝居とわらべ唄の妻籠座」が（公財）熊本善意銀行によ
る地域ボランティア表彰を受賞しました。同会は、市内の福
祉施設や小中学校などで菊池に伝わる昔話を紙芝居にして
口演し、地域の文化伝承に大きく貢献しています。

紙芝居で菊池の昔話の伝承に貢献
1月14日　熊本善意銀行ボランティア表彰

当日は市内外から約90人が来場し、アーティストと会話を楽しみな
がら、それぞれの作品の世界観を体感していました

　市龍門地域活性化支援センターで、第2回オープンスタ
ジオを開催。同センターは、平成24年度閉校の旧龍門小学
校をアーティストの活動拠点として利用し、今回、入居アー
ティストの制作する作品の紹介や活動報告を行いました。

アーティストの作品や制作工程を公開
1月10日　旧龍門小学校内アーティストスタジオ

古閑さんは中学までバレーボール部でしたが、高校2年時にボクシ
ング部に入部。西

にし

垣
がき

健
けん

三
ざぶ

郎
ろう

コーチ㊧と渡
わた

邉
なべ

昭
あき

夫
お

部長㊨の指導の下、
練習に励んできました

　菊池高校3年の古賀このみさんが、1月開催の「全日本女
子ボクシング選手権」のライトウエルター級で準優勝を獲得。
古賀さんは「大会では普段以上の力を出すことができた。こ
れからも競技を続けていきたい」と話しました。

菊池高校の古
こ

賀
が

このみさんが準優勝
1月19日　全日本女子ボクシング選手権ジュニア大会

西留さんは、実際に市内2校の授業を見て指導助言も行いました。
研修では教師の皆さんからの活発な意見が飛び交いました

　全国各地の授業改善・学力向上の指導にあたる西
にし

留
どめ

安
やす

雄
お

さんを講師に招き、授業改革研修会を実施。市内小中学校
の研究主任教師を対象に行い、「主体的・対話的で深い学び」
の実現に向けた授業改革について学びました。

教員を対象に授業改革研修会を実施
1月12日　学校教育向上のために

藤
ふじ

本
もと

正
まさ

博
ひろ

区長㊧と吉
よし

住
ずみ

秀
ひで

人
と

副区長㊨は、「子どもからお年寄りまで
快適に利用できる環境作りに役立てたい」と話しました

　宝くじの受託事業収入を財源に行うコミュニティ助成事業
により、東原区の公民館活動の備品が整備されました。区
民交流イベントにおけるコミュニティ活動や、地域住民同士
の交流の活性化が期待されます。

東原区の公民館活動備品を整備
1月28日　宝くじ助成事業

表彰状を持つ主将の荒
あら

木
き

真
ま

歩
ほ

さんと本田コーチは、「表彰をいただ
くことができ、うれしい。これからも頑張りたい」と話しました（関連３㌻）

　菊池南中学校女子剣道部と本
ほん

田
だ

清
きよ

澄
ずみ

コーチが市の特別
表彰を受賞しました。女子剣道部は昨年の全国大会の団体
で初優勝。本田コーチは昭和55年から本校剣道部の指導
を行い、長年、地域剣道の発展に貢献してきました。

南中女子剣道部とコーチに特別表彰
2月7日　全国優勝の功績と長年の指導をたたえて
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子育て中の親子が安心して立ち寄ることができる
施設を｢赤ちゃんの駅｣として募集・登録しています。
施設一覧はホームページをご覧ください。

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長の部屋から「メッセージ」
https ://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭  実vol.95

◆
昨
年
10
月
の
「
エ
ミ
ュ
ー
逃
走
劇
」
を
全
国
の
新

聞
・
テ
レ
ビ
が
取
り
上
げ
て
、
本
市
の
名
前
が
突
然

有
名
に
な
り
ま
し
た
。
エ
ミ
ュ
ー
は
豪
州
原
産
の
ダ

チ
ョ
ウ
に
似
た
飛
べ
な
い
鳥
で
す
。
成
鳥
に
な
る
と

体
長
が
１
７
０
㌢
に
も
な
り
ま
す
が
、
人
に
慣
れ
や

す
い
大
人
し
い
性
格
で
す
。
◆
こ
の
エ
ミ
ュ
ー
の
飼

育
場
所
が
旧
迫
水
小
学
校
の
跡
地
。
福
岡
県
企
業
２

社
が
共
同
出
資
し
、
食
肉
や
化
粧
品
な
ど
の
商
品
開

発
や
観
光
事
業
を
目
的
に
飼
育
施
設
を
作
り
ま
し
た
。

一
昨
年
12
月
か
ら
飼
育
を
始
め
て
い
ま
す
。
◆
関
係

機
関
や
地
元
の
皆
さ
ん
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り
、

無
事
故
で
事
態
を
収
拾
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
社
か
ら
は
お
詫
び
と
と
も
に
「
地
域
の
人
た
ち
か

ら
捜
索
の
応
援
・
激
励
や
差
し
入
れ
ま
で
い
た
だ
き
、

人
々
の
優
し
さ
や
温
か
さ
に
感
激
し
た
」
と
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
う
え
で
、施
設
で
は
セ
ン
サ
ー

や
監
視
カ
メ
ラ
の
台
数
を
増
や
す
な
ど
再
発
防
止
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
◆
一
方
、
逃
走
劇
は
思
わ

ぬ
形
で
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
・
新
聞
の
連
日

の
報
道
に
よ
る
捕
獲
劇
が
エ
ミ
ュ
ー
の
愛
ら
し
い
外

見
と
相
ま
っ
て
、
の
ど
か
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
捉
え

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
エ
ミ
ュ
ー
と
本
市
へ
の

関
心
が
高
ま
り
、
日
本
テ
レ
ビ
系
の
動
物
番
組
で
特

集
が
組
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
社
か
ら
初
の
「
九

州
エ
ミ
ュ
ー
座
談
会
」
を
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
予

想
以
上
の
企
業・団
体
の
参
加
が
あ
り
、新
し
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多
数
の
リ

ク
エ
ス
ト
を
追
い
風
に
、
こ
の
春
を
め
ど
に
観
光
牧

場
の
開
場
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
場
所
は
菊
池
渓

谷
と
温
泉
市
街
地
の
中
間
地
点
。
自
然
・
グ
ル
メ
・

ア
ウ
ト
ド
ア
・
歴
史
文
化
に
加
え
て
、
エ
ミ
ュ
ー
観

光
の
楽
し
み
も
加
わ
り
ま
す
。
飛
べ
な
い
鳥
の
お
か

げ
で
本
市
が
飛
躍
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

飛べない鳥の飛躍

３月21日
㈪㈷

西山医院(内・循・小) 菊池市 0968(25)2561

仁誠会クリニック光の森(腎内) 菊陽町 096(285)3466

庄嶋医院(胃・肛・外) 合志市 096(242)3388

きくち宮本泌尿器科(泌) 菊池市 0968(24)8101

栄町薬局 菊池市 0968(23)0086

3月27日
㈰

みやの小児科(小) 合志市 096(248)5800

郷胃腸科内科クリニック(胃・内・消・放) 菊池市 0968(38)2121

緒方整形外科医院(整・リウ・リハ) 合志市 096(248)8181

かつき皮膚科医院(皮) 菊池市 0968(24)5500

高江バス停前薬局 菊池市 0968(38)0701

長野歯科医院 合志市 096(242)1891

４月３日
㈰

さとう医院(内・小・消) 大津町 096(293)2550

古田医院(内・循内) 菊池市 0968(25)2280

光の森脳神経外科内科(脳・神内・内) 菊陽町 096(232)7711

木庭耳鼻咽喉科医院(耳・ア) 菊池市 0968(24)2551

緒方歯科医院 菊陽町 096(232)4315

４月1０日
㈰

まつもとこどもクリニック(小・ア) 合志市 096(338)8960

菊陽中部クリニック(内) 菊陽町 096(232)1566

熊本セントラル病院(整) 菊陽町 096(３４０)５００１

岸眼科(眼) 菊池市 0968(38)0075

荒木歯科医院 菊池市 0968(25)1478

休日在宅当番医
※�当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡

市医師会ホームページや菊池郡市医師会テレホンサービス
（歯科と薬局は除く）☎0968(25)３３００でご確認ください

菊池郡市医師会ホームページ　→

３月６日
㈰

古賀医院（内・循・小） 菊池市 0968（38）2222
くまもと免疫統合医療クリニック（腫瘍内
科・胃内・外・乳腺内科・婦） 合志市 096（277）1205

矢野医院（内・外） 菊陽町 096（232）5266

ちとせ眼科（眼） 菊陽町 096（243）1100

ほまれ歯科クリニック 菊池市 0968（41）8841

３月13日
㈰

Ｌｅｅこどもクリニック（小・小外） 合志市 096（215）5980

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191

森本整形外科医院（整・リハ・リウ・形） 合志市 096（242）2231

まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 0968（23）6111

きくち薬局 菊池市 0968(23)6350

きくちハート薬局 菊池市 0968(23)6100

熊本調剤薬局菊池店 菊池市 0968(41)5167

菊陽うえき歯科クリニック 菊陽町 096（285）8476

３月20日
㈰

宮本内科クリニック(内・小・循) 菊池市 0968(25)2047

岡本内科・呼吸器科クリニック(内) 大津町 096(293)6000

柴田整形外科(整・リハ) 合志市 096(346)5500

岩上眼科(眼) 大津町 096(293)2053

栄町薬局 菊池市 0968(23)0086

こんどう歯科医院 大津町 096(213)4415

岩
いわ

永
なが

皇
こう

輝
き

ちゃん（花房台） 矢
や

野
の

蒼
そう

真
ま

ちゃん（北原）

1歳 R3年3月18日生まれ 1歳 R3年3月11日生まれ
大
おお

矢
や

野
の

叶
か の ん

夢ちゃん（野間口） 城
じょう

　煌
おう

伸
しん

ちゃん（茂藤里）
2歳 R2年3月27日生まれ 1歳 R3年3月14日生まれ

永
なが

田
た

　湊
みなと

ちゃん（高江） 森
もり

　博
はく

人
と

ちゃん（上住吉）

2歳 R2年3月7日生まれ 3歳 H31年3月30日生まれ
江
え

藤
とう

伊
い

織
おり

ちゃん（東原） 泉
いずみ

田
だ

一
いっ

朔
さく

ちゃん（糠泉）
1歳 R3年3月19日生まれ 1歳 R3年3月22日生まれ

中
なか

原
はら

維
い

慎
しん

ちゃん（栄町）

3歳 H31年3月26日生まれ
森
もり

　郁
あや

人
と

ちゃん（東原）
3歳 H31年3月1日生まれ

楳
うめ

田
だ

悠
ゆう

葵
き

ちゃん（薬師）

3歳 H31年3月29日生まれ
岩
いわ

田
た

有
あ

生
お

ちゃん（野間口）
1歳 R3年3月29日生まれ

宮
みや

本
もと

瑞
みず

希
き

ちゃん（梶迫）

3歳 H31年3月1日生まれ
原
はら

田
だ

真
ま

凪
な

ちゃん（深川）
1歳 R3年3月21日生まれ

永
なが

田
た

鈴
り

結
ん

ちゃん（富の原西）

2歳 R2年3月19日生まれ
德
とく

永
なが

羽
わ

紅
く

ちゃん（富の原中央）
1歳 R3年3月14日生まれ

城
じょう

　美
み

伶
れい

ちゃん（袈裟尾）

3歳 H31年3月17日生まれ

申込期限　３月10日㈭
募集人数　先着24人（毎月）
申込方法　市長公室または各支所の広報担当まで申し
込んでください。ホームページからも応募できます。
問い合わせ先　市長公室広報交流係 ☎0968（25）7252

令和４年４月中に誕生日を迎える３歳までの子どもの写真を
募集しています!

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？

専用フォーム

施設から一言
女性・母親の視点で、地元
熊本の新鮮なお肉を使って
おいしく、安全なものづくり
を行っています。お母さん
のココロに出会えるお肉屋
さんです。

ママトコキッチン
七城町蘇埼1310-3
☎0968（41）5091

問い合わせ先　子育て支援課子育て支援係 ☎0968（25）7214

※�レストラン閉店時は直売所スタッフに
お声かけください

午前11時～午後9時

　　　　　　　授乳の場、おむつ
交換の場、ミルク用のお湯の提供

利用時間

利用内容
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